
環境省 ローカルSDGｓ「地域循環共生圏づくりプラットフォーム」採択事業

　8 月27日㈯、八女文化会館で SDGsワークショップ「八
女のミライをみんなで描こう」が行われました。「みんなで
つくる、強い田舎づくり！」をコンセプトに、SDGｓへの理
解を深めると共に八女市の未来を考える取り組みとなって
います。参加した黒木英恵ちゃん（5 歳）は「大人になっ
たときに、こんな八女市になって欲しいと思って描きました」
と話しました。
※参加者募集中＝主催の「やめSDGｓ実行委員
会」では、一緒に活動を行う市民・企業・団体を
募集しています。詳しくは右の二次元コードから。
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ふるさとの恵みと誇りを未来につなぐ
安心と成長のまち 八女
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◦八女市公式ホームページ

◦八女市公式LINE

◦その他公式情報発信ツール
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開庁日時  平日8：30～17：15

（延長窓口  水曜17：15～19：00 本庁一部窓口のみ）

掲載している催し等が変更になる場合
があります。市ホームページ、または問
い合わせ先で確認してください。

八女市企画政策課

d ボタン広報誌

FM 八女 お知らせ放送

@yamecitykoho

新型コロナウイルス感染症や災害情報など、
皆さんの暮らしに関わる情報を発信しています。

1日3回（7時・12時20分・20時）に放送します。

テレビをKBC（1チャンネル）に合わせ、
リモコンのdボタンを押して視聴します。

＠yamecity

広報 2022年（令和4年）10月1日号八女市 No.1234
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火災出火件数  1件 （27件）
救急出動件数 349件 （2,227件）
救急搬送人数 327人 （2,142人）

人身事故発生件数 131件 （578件）
傷　　者 172人 （744人）
死　　者 0人 （0人）

※（　）内は 1 月からの累計

人口 60,934 (-71)
男 28,795  (-34)
女 32,139  (-37)

世帯数 25,452  (-16)
　※（　）内は前月比

出生 43 人 死亡 87 人
転入 134 人 転出 161 人

▼ 8 月の交通事故の状況

▼ 8 月の火災・救急の状況

▼人口と世帯（8 月31日現在）

▼ 8 月の異動

納期限・口座振替日
10月31日（月）
納税は、安全便利な口座振
替をご利用ください。納期
限内の納付にご協力ください。
遅れると督促料や延滞金が発
生します。※納付書の再発行
は担当課へご連絡ください。

◦市県民税（3 期）◦国民健康保険
税（4 期）◦後期高齢者医療保険料

（4 期）◦介護保険料（4 期）◦住宅
使用料（10 月）◦保育料（10 月）
◦水道料金・下水道使用料（4 期）
◦農業集落排水施設使用料（4 期）
◦下水道受益者負担金（2 期）

10月に納めるもの

yamecity
YouTube

健康だより

新型コロナウイルスワクチン接種

公共交通をご利用ください

令和 5 年度幼稚園・保育所等の入所申し込み

後期高齢者医療広域連合からのお知らせ

なぜなぜ人権

南北朝・菊池一族歴史街道③

10 月イベントカレンダー

相談はお気軽にどうぞ

図書館だより・おりなす八女

まちのわだい TOPICS

八女市駅伝大会出場チーム募集

男女共同参画推進講演会

災害からあなたを守る防災ラジオ 八女市の防災情報は FM 八女【80.1MHz】を通じて放送します。

25 お知らせ
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八
女
市
で

は
、
ふ
る
さ
と

納
税
（
ふ
る

さ
と
支
援
寄

附
）
を
さ
れ

た
全
国
の
皆

さ
ん
へ
、
感

謝
の
気
持

ち
と
八
女

市
の
魅
力
を
伝
え
る
た

め
、
お
礼
の
品
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

八
女
の
魅
力
発
信
に
つ
な
が
る「
お
礼
の
品（
返

礼
品
）」
の
提
供
に
協
力
い
た
だ
け
る
市
内
の

事
業
者
を
募
集
中
で
す
。
令
和
４
年
度
の
事

業
者
の
募
集
期
限
は
10
月
31
日
ま
で
で
す
。

　
ま
た
、
本
市
の
貴
重
な
地
域
資
源
で
あ
る

伝
統
工
芸
産
業
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
地

場
産
業
の
育
成
と
情
報
発
信
力
の
強
化
を

図
る
た
め
、
地
域
の
伝
統
文
化
や
資
源
を
生

か
し
た
伝
統
工
芸
品
や
家
具
な
ど
も
八
女
市

の
返
礼
品
と
し
て
取
り
扱
い
が
で
き
る
よ
う
、

登
録
で
き
る
商
品
価
格
や
寄
附
金
額
の
上
限

の
引
き
上
げ
な
ど
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

事
業
者
お
よ
び
返
礼
品
の
要
件
や
制
度
見
直

し
の
内
容
等
に
つ
い
て
は
、
八
女
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
申
し
込
み
の
際
は
、
事
前
に
面
談
を
行
い

ま
す
の
で
、
企
画
政
策
課
企
画
政

策
係
（
☎
２
４
・
９
０
０
９
）
ま
で

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

ふるさと支援寄附返礼品協力事業者を募集しています

　これまで使用してきたワクチンは、10 月
以降オミクロン株対応ワクチン（オミクロン
株（BA.1）と従来株の双方に対応した 2 価ワ
クチン）に順次切り替わります。
◦実施期間＝令和５年３月31日まで。（予定）
◦対象者＝初回接種（1・2 回目接種）を完了し、前
回接種日から 5 か月経過した12 歳以上の人。
◦ワクチンの種類・接種回数＝ファイザー社製または
モデルナ社製オミクロン株対応型ワクチンを1回接種。
◦接種費用＝無料。（全額公費負担）
◦接種券の発送について＝すでに接種券を持っている
人はそのまま使用してください。改めての発送はいた
しません。接種券が届いていない人は、予約受け付け
の準備ができ次第、前回接種が早い人から順に発送
します。発送時期はホームページで確認できます。
◦予約開始時期＝10 月中旬以降順次開始予定。受け
付けは次の順で行います。①現在接種券を持ってい
る４回目未接種の人（60 歳以上、18～59 歳で基礎
疾患を有する人・医療従事者等）。② ①以外の４回目
未接種の人、３回目未接種の人。③すでに従来株ワク
チンで４回目接種済みの人。
　今後接種券が届く人は、接種券が届き次第予約申し
込みできます。なお、予定は変更する場合があります。
また、初回接種は、今ある従来型ワクチンがなくなり次
第終了します。最新情報は、ホームページまたは下記
問い合わせ先へ確認してください。

　9 月下旬から、5 歳から11 歳の 3 回目接
種を開始しています。2 回目接種から 5 か月
経過した対象者の方へ随時接種券を発送し

ています。詳細は、ホームページを確認してください。
◦問い合わせ先＝健康推進課新型コロナウイルスワク
チン接種係（☎ 23・1201）

　新型コロナウイルス感染症の流行状況を踏
まえ、市内の施設・事業所・団体等を対象に、
検査キットを使ったＰＣＲ検査を実施してい
ます。市内の感染拡大防止のために活用ください。
◦対象となる施設＝八女市内に住所を有する、検査対
象者がおおむね 10 人以上の施設、事業所、団体など。
◦事業実施期間＝令和５年３月31日まで。
◦対象となる検査＝唾液を検体とするＰＣＲスクリー
ニング検査。
◦事業の条件等 =
　▽検査料＝無料（市が全額負担）
　▽利用の上限＝１人当たり６回まで
◦検査の申し込み＝次の①～③のとおり
①検査を希望する施設などは、あらかじめ施設の事
前登録が必要です。八女市のホームページ内に「事前
登録書」を準備していますので、必要事項を記入し、
健康推進課まで提出してください。
②事前登録が完了したら、市から「申込フォーム」を
お知らせします。申込フォームから検査の申し込み
案内に進んでください（代表者のメールアドレスが
必要です）。
③本事業受託受託事業者からメールが届きます。
メール記載のＵＲＬへアクセスし、入力フォームに
沿って検査申し込みをしてください。
◦問い合わせ＝健康推進課新型コロナウイルス対策
係（☎ 23・1201 ／o23・1331／qkenkosuishin
@city.yame.lg.jp）

新型コロナウイルス感染症に関するお知らせ

■オミクロン株対応ワクチン接種について

■ 施設・事業所対象のＰＣＲ検査事業を実
施しています

■５歳～11歳の追加接種（３回目）について
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路
線
バ
ス
は
、
朝
夕
の
通
勤

通
学
を
は
じ
め
、
環
境
保
護
や

交
通
弱
者
の
移
動
手
段
と
し
て
、

私
た
ち
の
暮
ら
し
を
支
え
る
大

切
な
交
通
手
段
で
す
。
し
か
し
、

利
用
者
の
減
少
に
伴
い
、
全
国

で
次
々
に
路
線
が
廃
止
さ
れ
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

八
女
市
に
お
い
て
も
、
少
子

化
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
通
勤
通
学

利
用
者
が
減
少
傾
向
に
あ
り
、

事
業
者
に
と
っ
て
は
今
後
も
厳

し
い
状
況
が
続
く
も
の
と
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
ま

ち
に
大
切
な
バ
ス
を
残
し
て
い

く
た
め
に
、
皆
さ
ん
の
バ
ス
の

利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

路
線
バ
ス
各
社
で
は
運
転
免

許
証
返
納
者
の
皆
さ
ん
を
対
象

と
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま

す
。
対
象
と
な
る
人
は
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

※
市
で
は
運
転
免
許
証
を
自
主

返
納
さ
れ
た
70
歳
以
上
の
人
に
、

タ
ク
シ
ー
共
通
回
数
券
６
万
円

相
当
分
（
３
０
０
円
×
２
０
０

枚
）
を
配
布
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
防
災
安
全
課
生

活
安
全
係
（
☎
２
４
・
８
１
４
６
）

　

八
女
市
予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー

「
ふ
る
里
タ
ク
シ
ー
」は
平
日
の
午

前
７
時
30
分
か
ら
午
後
３
時
30
分

ま
で
、
予
約
に
応
じ
て
、
利
用
者

の
玄
関
か
ら
目
的
地
の
玄
関
ま
で

送
迎
し
ま
す
。
利
用
す
る
に
は
、

事
前
に
利
用
登
録（
無
料
）が
必
要

で
す
。

　

乗
り
合
い
で
運
行
ご
と
に
ル
ー

ト
が
変
わ
る
た
め
、
希
望
時
間
の

予
約
が
困
難
な
場
合
や
、
送
迎
時

間
が
前
後
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

が
、
利
用
者
の
ご
理
解
と
ご
協
力

の
も
と
、
地
域
に
親
し
ま
れ
る
公

共
交
通
を
目
指
し
て
い
ま
す
。「
利

用
し
た
い
け
ど
乗
り
方
が
分
か
ら

な
い
」「
地
域
で
利
用
説
明
会
を

や
っ
て
ほ
し
い
」
な
ど
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

乗
合
タ
ク
シ
ー
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
策
と
し
て
、

健
康
管
理
、
車
内
消
毒
、
換
気
、

飛
沫
防
止
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
乗
合
タ
ク
シ
ー
は
、
10
人
乗

り
ワ
ゴ
ン
車
で
運
用
し
て
い
ま
す

の
で
、
立
地
に
よ
っ
て
は
玄
関
ま

で
お
迎
え
で
き
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝

《
事
前
利
用
登
録
》
商
工
振
興
課

（
☎
２
３
・
１
１
８
９
）
※
登
録
は

各
支
所
ま
ち
づ
く
り
推
進
係
で
も

で
き
ま
す
。

《
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
予
約
》
予
約

セ
ン
タ
ー
（
☎
３
３
・
２
０
０
２
）

土曜 ･日曜 ･ 祝日および年末年
始期間（12 月 29 日～１月３日）
は運休です。

電
話
一
本
で
自
宅
ま
で
！

ド
ア
か
ら
ド
ア
ま
で
送
迎
し
ま
す

西鉄
バス

　堀川バスでは 65 歳以上で運転免許証を自主返納し
た人に「運転免許証返納者割引証」を発行しています。
運賃支払の際に提示すると、運賃が半額になるお得な
割引証で、堀川バス全線で使えます。乗合タクシーと
路線バスを乗り継げば、行動範囲も広がります。
◦問い合わせ＝堀川バス株式会社（☎ 23・6128）

　西鉄バスでは 65 歳以上で運転免許証を自主返納さ
れた人に、「おひるのグランドパス65」通常１か月5,000
円が 4,000 円で、「グランドパス 65」通常１か月6,100
円が 5,100 円で購入できます。高速バス指定路線も半
額になるお得な定期券です。
◦問い合わせ＝西鉄バスの免許証返納割サービス：
西鉄お客さまセンター（☎ 0570・00・1010 または
092・303・3333）

「
路
線
バ
ス
」

「
乗
合
タ
ク
シ
ー
」

公
共
交
通
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
＝
商
工
振
興
課

（
☎
２
３
・
１
１
８
９
）

通
勤
・
通
学
等
暮
ら
し
を
支
え
る
路
線
バ
ス
の

利
用
を
お
願
い
し
ま
す

【運転免許証
　返納割引証】
堀川バスの運賃が
半額に！

西鉄バス全線乗り放題が
1,000 円引きに！

【運転免許証
返納割サービス】

受付締切時間 出発時間

前日午後４時30分 午前7時30分

午前8時30分
受
付
を
締
め
切
り
次
第
出
発
し
ま
す

午前9時30分

午前10時30分

午後0時30分

午後1時30分

午後2時30分

午後3時30分

ふる里タクシー運行時刻表
　　　　　　　《全エリア共通》

堀川
バス



広報八女 2022.10.15

　

入
所
申
し
込
み
は
、
必
要
事
項

を
記
入
し
た
提
出
書
類
を
受
付

期
間
内
に
第
１
希
望
の
施
設
の
受

付
場
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

現
在
在
園
し
て
い
る
施
設
に
継
続

し
て
入
所
す
る
こ
と
を
希
望
す
る

場
合
は
、
各
施
設
ま
た
は
市
役
所

子
育
て
支
援
課
ま
た
は
各
支
所
に

提
出
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
表
中
★
印
の
あ
る
施
設

へ
初
め
て
申
し
込
み
を
す
る
場
合

は
、対
象
児
の
面
接
も
行
い
ま
す
。

子
ど
も
と
一
緒
に
施
設
を
訪
問
し

て
く
だ
さ
い
。

　

申
し
込
み
に
必
要
な
書
類
は
、

子
育
て
支
援
課
、
各
支
所
ま
た
は

各
施
設
に
、「
10
月
12
日
㈬
以
降
」

に
準
備
し
ま
す
。

　

都
合
に
よ
り
所
定
の
日
程
で
手

続
き
が
で
き
な
い
場
合
は
、
子
育

て
支
援
課
ま
た
は
各
支
所
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

第
１
次
選
考
の
対
象
は
11
月

30
日
㈬
ま
で
に
提
出
し
た
人
に
な

り
ま
す
。
入
所
の
決
定
は
、
受
付

先
着
順
等
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◦
手
続
き
に
必
要
な
も
の
＝
申
請

書
類
等
一
式

※
詳
細
は
申
請
書
類
に
同
封
の

「
し
お
り
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◦
入
所
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
＝

▽
子
育
て
支
援
課
こ
ど
も
保
育
係

（
☎
２
３・１
３
５
１
）

▽
幼
稚
園
、
認
定
こ
ど
も
園
（
令

和
5
年
4
月
2
日
時
点
で
満
3

歳
以
上
の
お
子
さ
ん
で
、
幼
稚
園

部
入
園
希
望
の
人
）
に
つ
い
て
は
、

直
接
施
設
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

入
所
申
し
込
み
に
つ
い
て

必
要
書
類
は
10
月
12
日
以
降

に
準
備
し
ま
す

　

来
年
４
月
１
日
か
ら
の
「
幼
稚
園
・
保
育
所
等
の
入
所
申
し
込
み
」
を

下
記
の
日
程
で
受
け
付
け
ま
す
。
ま
た
、
新
規
・
転
園
の
申
し
込
み
を
希

望
す
る
人
は
、
対
象
児
と
一
緒
に
事
前
に
施
設
を
見
学
し
て
く
だ
さ
い
。

★印の施設は、当日お子さんの面接があります。

区分 施設名 電話番号 申込受付場所 受付日 受付時間

 

公
立

 

保
育
所

福島保育所 ★ 23・0953
各施設

11月7日㈪
11月8日㈫
11月9日 ㈬

9:00～18:30長峰保育所 ★ 22・4626
北山保育所 ★ 23・5226

私
立
保
育
所

三河保育園 22・5026

◦在園継続児＝
各施設または市役所本庁 
子育て支援課

◦新規・転園＝
市役所本庁 子育て支援課
または黒木支所生活福祉係
・各支所市民生活福祉係

11月1日 ㈫ ～
11月30日㈬

各施設＝
　開所時間

市役所＝
　8:30～17:15

八幡保育園 22・4826
八女中央保育園 24・5254
どんぐりの森保育園 22・3869
上妻保育園 22・4426
川崎保育園 22・3213
忠見保育園 22・3060
岡山保育園 22・4726
洋光はうす保育園 24・8886
さくらんぼ保育園 24・5532
みつとも保育園 37・1336
黒木保育園 42・4148
あゆみ保育園 42・3550
本分保育園 42・0221
木屋保育所 42・1880
矢部保育園　 47・2510
星野保育所星光園 52・2046

幼稚園 福島幼稚園 22・6500

各施設

 11月1日㈫ 08:00～17:00
認
定
こ
ど
も
園

さいしょうじ幼稚園 24・3412  11月1日㈫ 09:00～12:00
白百合幼稚園 22・3312  11月1日㈫ 14:00～16:00
つくし幼稚園 54・2050  11月4日㈮ 14:00～17:00
ふじなみ幼稚園 42・3155  11月1日㈫ 09:00～15:00

幼稚園・保育所等の入所申し込み受け付け日程

令
和
令
和
55
年
度
年
度  

幼
稚
園
・

幼
稚
園
・

保
育
所
等
の
入
所
申
し
込
み

保
育
所
等
の
入
所
申
し
込
み

お
よ
び
見
学
に
つ
い
て

お
よ
び
見
学
に
つ
い
て
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次
の
被
保
険
者
を
対
象
に
、
後
期
高

齢
者
の
口
腔
機
能
低
下
や
肺
炎
等
の
疾

病
を
予
防
す
る
た
め
、
歯
科
健
診
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
本
年
度
の
受
診
期
限
は

12
月
ま
で
で
す
。
ま
だ
受
診
さ
れ
て
い
な

い
人
は
、
早
め
に
ご
予
約
下
さ
い
。

　

受
診
券
は
5
月
下
旬
に
発
送
し
て
い

ま
す
。
受
診
券
を
持
っ
て
い
な
い
人
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
受
診
対
象
者
＝
昭
和
21
年
4
月
1
日

～
昭
和
22
年
3
月
31
日
生
ま
れ
の
本
年

度
76
歳
に
な
る
人
（
長
期
入
院
・
施
設

入
所
の
人
等
を
除
く
）。

※
例
外
と
し
て
、
令
和
4
年
12
月
ま
で

に
限
り
、
77
歳
以
上
に
な
る
被
保
険
者

で
一
度
も
受
診
し
て
い
な
い
人
は
受
診
で

き
ま
す
。
た
だ
し
、
昨
年
度
ま
で
に
受
診

し
た
人
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

◦
受
診
期
間
＝
令
和
4
年
6
月
か
ら
令

和
4
年
12
月
ま
で
（
歯
科
医
院
の
休
診

日
を
除
く
）

◦
受
診
券
の
送
付
時
期
＝
５
月
下
旬
に

広
域
連
合
か
ら
送
付

◦
受
診
の
方
法
＝
同
封
し
て
い
る
実
施
歯

科
医
院
に
予
約
の
上
、受
診
し
て
く
だ
さ

い
。

◦
受
診
時
に
持
っ
て
い
く
も
の
＝
▽
被

保
険
者
証
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

（
被
保
険
者
証
の
代
わ
り
に
利
用
で
き
る

の
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
を
導
入
し

て
い
る
歯
科
医
院
に
限
り
ま
す
）
▽
受

診
券
（
記
入
し
て
実
施
歯
科
医
院
へ
持

参
く
だ
さ
い
）
▽
受
診
時
の
自
己
負
担

金
３
０
０
円

◦
健
康
診
査
・
歯
科
検
診
共
通
問
い
合
わ

せ
＝
福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
お
問
い
合
わ
せ
セ
ン
タ
ー（
☎
0
９
２

６
５
１
・
３
１
１
１
／
O
０

９
２
６
５
１
・
３
９
０
１
） 

ま
た
は
介
護
長
寿
課
高
齢
者

支
援
係
（
☎
２
３
・
１
３
０
８
）

　

福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保

険
者
を
対
象
に
生
活
習
慣
病
の
発
症
や
重

症
化
の
予
防
等
を
目
的
と
し
た
健
康
診
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
受
診
期
限
は
3
月
31
日
で

す
。
受
診
を
希
望
す
る
人
は
、
医
療
機
関

に
あ
ら
か
じ
め
電
話
で
相
談
の
う
え
、
受

診
を
検
討
く
だ
さ
い
。
実
施
医
療
機
関
が

分
か
ら
な
い
場
合
は
、
下
記
問
い
合
わ
せ

先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◦
受
診
時
に
持
っ
て
い
く
も
の
＝
▽
被
保

険
者
証（
保
険
証
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
）
※
被
保
険
者
証
の
代
わ
り
に
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
利
用
で
き
る
の
は
、

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
を
導
入
し
て
い
る

健
診
実
施
医
療
機
関
に
限
り
ま
す
。
▽
広

域
連
合
が
郵
送
し
た「
受
診
票
」▽
自
己
負

担
金
5
0

0
円

◦
受
診
票
の
送
付
時
期
＝
令
和
4
年
4
月

末
現
在
で
被
保
険
者
の
人
に
は
4
月
下
旬

に
、
ま
た
令
和
4
年
5
月
以
降
に
75
歳
に

な
る
人
に
は
誕
生
月
の
10
日
頃
に
送
付
し

て
い
ま
す
。
再
発
行
も
可
能
で
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
今
年

度
75
歳
に
な
る
人
は
、
誕
生
日
以
降
に
受

診
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、市
が
実
施
す
る
集
団
健
診（
11
月

ま
で
実
施
）で
も
受
診
で
き
ま
す
。希
望
す

る
人
は
、
健
康
推
進
課
保
健
総
務
係
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
集
団
健
診
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発
生
状
況
に

応
じ
て
、
中
止（
延
期
）す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◦
申
し
込
み
＝
集
団
健
診
予
約
専
用
電
話

番
号
（
☎
2

3
・
1

1

6

7
ま
た
は
☎

2

4
・
9

0

3

9
）　

　

福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら
の
お
知
ら
せ

歯
科
健
診
の
お
知
ら
せ

年
に
１
度
は
健
康
診
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
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デジタルシニア講座のご案内
　八女市社会福祉協議会では、スマートフォン
等を活用することで、日常の暮らしをより楽し
くし、地域での活動をより良いものにしていく
ことを目的に「デジタルシニア講座『初めての
スマホ教室』」を開催します。興味のある方は、
気軽にご参加ください。
◦対象＝65 歳以上のスマートフォン初心者の人
◦定員＝各会場 20 人程度
◦参加費＝無料
◦日時・会場 ※時間は全日程 2 時間程度を予定

【立花地区】
◦日時＝ 10 月 6 日㈭、13 日㈭、20 日㈭ ともに
15 時～　◦会場＝かがやき

【星野地区】
◦日時＝ 10 月 18 日㈫、25 日㈫、11 月 1 日㈫ 
ともに 10 時～　◦会場＝そよかぜ

【上陽地区】
◦日時＝ 10 月 18 日㈫、25 日㈫、11 月 1 日㈫ 
ともに 13 時 30 分～　◦会場＝八女市地域福祉
センター

【矢部地区】
◦日時＝ 11 月 7 日㈪、14 日㈪、21 日㈪ ともに
10 時～　◦会場＝矢部公民館

【黒木地区】
◦日時＝ 11 月 7 日㈪、14 日㈪、21 日㈪ともに
13 時 30 分～　◦会場＝ふじの里
◦申し込み・問い合わせ＝八女市社会福祉協議
会本所（☎ 23・0294）、または同各支所

見
守
り
や
緊
急
対
応
時
の
た
め
に
。

高
齢
者
実
態
把
握
事
業

（
八
女
市
高
齢
者
台
帳
）

もの忘れ予防検診（星野地区）
　最近「物忘れが気になる」と心配している人を
対象に簡単な認知機能の検査と認知症専門医（筑
水会病院）による検診を行います。結果に応じて
相談対応や専門医療機関の紹介を行います。
◦日時＝11月14日㈪ 14 時～16 時
◦会場＝星野支所
◦参加費＝無料　◦定員＝10 人
◦対象者＝おおむね 65 歳以上で、認知症専門医療
機関を受診していない人
◦申込期間＝10 月3日㈪から電話受付（先着順）
◦今後の日程＝黒木地区（令和５年１月）、八女地区

（令和５年３月）
◦申し込み・問い合わせ＝介護長寿課地域包括支
援係（☎ 24・9466）

成年後見制度無料相談会
　実際に後見業務を行っている社会福祉士による
成年後見制度についての無料相談会を行います。
家族や関係者からの相談も可能です。
◦相談内容＝制度の概要、家族の悩みなど
◦日時＝ 10月19日㈬ ①13 時～ ②14 時～③
15 時～（各時間１人）
◦会場＝上陽支所　◦相談料＝無料
◦申込開始日＝10月3日㈪ （先着順）
◦今後の日程＝立花地区（12 月）、八女地区（令和
5 年 2 月）
◦申込・問い合わせ＝介護長寿課地域包括支援係

（☎ 24・9466）

　

市
で
は
高
齢
世
帯
な
ど
を
対
象
に
世
帯
状
況
の
調
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
調
査
は
見
守
り
や
緊
急
対
応

時
の
た
め
の
調
査
で
す
の
で
、
自
宅
に
調
査
員
が
訪
問

し
た
場
合
は
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦
調
査
目
的
＝
地
域
の
独
居
・
高
齢
世
帯
の
心
身
状
況

等
を
把
握
し
、
民
生
委
員
児
童
委
員
に
よ
る
訪
問
・
見

守
り
に
活
用
し
ま
す
。
ま
た
、
調
査
結
果
は
「
八
女
市

高
齢
者
台
帳
」
の
作
成
や
緊
急
対
応
時
に
活
用
し
ま
す
。

◦
調
査
員
＝
担
当
地
区
の
民
生
委
員
児
童
委
員
が
調
査

員
と
な
り
、
自
宅
に
伺
い
ま
す
。

◦
調
査
内
容
＝
対
象
者
の
自
宅
に
訪
問
し
身
体
状
況
や

健
康
状
態
、
緊
急
時
の
連
絡
先
な
ど
を
お
伺
い
し
ま
す
。

※
民
生
委
員
児
童
委
員
は
民
生
委
員
法
に
基
づ
く
守
秘

義
務
を
も
っ
て
活
動
し
ま
す
。

◦
対
象
者
＝
①
70
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
人
②
70
歳

以
上
の
高
齢
者
の
み
で
構
成
さ
れ
て
い
る
世
帯

【
例
】
70
歳
以
上
の
夫
婦
、
70
歳
以
上
の
兄
弟
姉
妹
、

70
歳
以
上
の
親
子

※
高
齢
者
実
態
把
握
事
業
の
対

象
者
は
、
こ
れ
ま
で
65
歳
以
上

で
し
た
が
、
令
和
4
年
10
月
か

ら
70
歳
以
上
へ
変
更
し
ま
し
た
。

た
だ
し
、
民
生
委
員
児
童
委
員

の
見
守
り
活
動
や
支
援
活
動
は

こ
れ
ま
で
通
り
行
い
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
介
護
長
寿
課

高
齢
者
支
援
係
（
☎
２
３・１
３

０
８
）　
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高
齢
者
を
対
象
と
し
た
季
節
性

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

　
こ
れ
か
ら
冬
に
向
か
い
季
節
性
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
時
期
と
な
り

ま
す
。
予
防
の
基
本
は
、
手
洗
い
と

う
が
い
、
湿
度
（
50
～
60
％
）
を
保

つ
こ
と
、
十
分
な
休
養
と
栄
養
摂
取

で
す
。
ま
た
、
対
策
に
は
予
防
接
種

が
有
効
で
す
。
接
種
後
2
週
間
ほ
ど

で
ワ
ク
チ
ン
の
免
疫
が
で
き
、
効
果

は
約
5
か
月
間
持
続
す
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
早
め
に
接
種
し
ま

し
ょ
う
。

⃝

実
施
時
期
＝
令
和
4
年
10
月
1

日
㈯
～
令
和
5
年
1
月
31
日
㈫

⃝

対
象
者
＝
①
満
65
歳
以
上
の
人
②

満
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
で
、
心

臓
、
腎
臓
も
し
く
は
呼
吸
器
の
機
能

ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
免
疫
の
機
能
に
障
害
（
身
体
障

害
者
手
帳
１
級
相
当
）
を
有
す
る
人

⃝

接
種
場
所
＝
福
岡
県
内
の
医
療
機

関
、
老
人
保
健
施
設
な
ど

⃝

接
種
回
数
＝
1
回

⃝

接
種
料
金
＝
1

5

0

0
円（
個
人

負
担
、
接
種
時
に
医
療
機
関
へ
お
支

払
い
く
だ
さ
い
）

⃝

個
人
負
担
金
の
免
除
対
象
者
＝
右

記
対
象
者
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人
。
①
生
活
保
護
世
帯
の
人
…

証
明
書
を
福
祉
課
生
活
支
援
係
（
☎

２
３・
１
３
５
０
）
で
発
行
。
②
非

課
税
世
帯
の
人
…
健
康
推
進
課
（
☎

２
３・１
２
０
１
）、
各
支
所
担
当
係

で
高
齢
者
予
防
接
種
費
用
免
除
証

明
書
を
発
行
。非
課
税
世
帯
の
人
は
、

有
効
期
限
内
の
「
介
護
保
険
負
担

限
度
額
認
定
証
」、「
後
期
高
齢
者
医

療
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
」
も
免
除
の
証
明
に
な
り

ま
す
。
接
種
の
際
に
証
明
書
ま
た
は

認
定
証
を
医
療
機
関
に
提
示
し
て
く

だ
さ
い
。
個
人
負
担
金
支
払
い
後
の

払
い
戻
し
の
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
接
種
す
る
際
は
事
前
に
医
療
機

関
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

種
と
同
時
接
種
が
可
能
で
す
。（
同

時
接
種
…
2
種
類
以
上
の
ワ
ク
チ
ン

を
１
回
の
通
院
で
接
種
す
る
こ
と
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課
保
健

総
務
係（
☎
２
３
・
１
２
０
１
）

―
健
康
ポ
イ
ン
ト
対
象
事
業
―

「セカンドライフをいきいきと」
シニア女性応援セミナー開催

◦内容＝①シルバー人材
センター女性会員による
活動紹介など ②斎藤由
香さん（齋藤茂吉の孫、
北杜夫の長女）による講
演「いつまでも若々しく
健康に」—どくとるマン
ボウ家の素顔・輝く女性
の生き方— ③会員による
アトラクションやお楽し
み抽選会 ④筑後地区シルバー人材センターに
よる手作り小物や季節の野菜果物等の販売
◦日時＝11月17日㈭13時～16時（開 場12時）
◦会場＝久留米リサーチパーク
◦対象＝福岡県内に在住の 60 歳以上で、シル
バー人材センターに興味のある人
◦定員＝120 人（先着順、11月7日㈪まで）
◦参加費＝無料
◦申込・問い合わせ＝八女広域シルバー人材セ
ンター八女本所（☎ 22・7430）、福岡県シルバー
人材センター連合会（☎ 092・292・1857）
※新型コロナウイルス感染症拡大等の状況によ
り、講習会を延期または中止することがありま
す。

この一言で賢く薬選び
「お薬はジェネリックで」

　10 月 17 日から 23 日までは、「薬と健康の週間」
です。医療保険制度の安定のために、ジェネリッ
薬品を使用しましょう。お薬手帳は安心して薬を
使用するための大切な記録です。医療機関や薬局
に必ず持っていきましょう。
※今月号の広報紙と一緒にジェネリック医薬品の
リーフレットも同封していますのでご活用ください。
◦問い合わせ＝健康推進課国民健康保険係（☎
23・1116）

【忠見地区】◦日時＝ 10月17日㈪ 10 時～ 11 時
30 分、12 時 30 分～ 15 時 30 分 ◦場所＝㈱熊谷
光玉園

【岡山地区】◦日時＝ 10月24日㈪ 10 時～ 12 時
◦場所＝室岡公民館

【川崎地区】◦日時＝ 10月24日㈪ 14 時～ 15 時
30 分 ◦場所＝東公民館

【三河地区】◦日時＝ 11月1日㈫ 10 時～11時30
分 ◦場所＝三河小学校

【長峰地区】◦日時＝ 11月1 日㈫ 13 時 30 分～
15時30 分 ◦場所＝マンガ倉庫八女店
◦問い合わせ＝八女市献血推進協議会（☎ 23・
0294）

献血にご協力ください
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企
業
は
、
私
た
ち
の
暮
ら
す
社
会

に
雇
用
の
機
会
や
さ
ま
ざ
ま
な
商
品
、

サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
提
供
し
、
豊
か
さ

と
活
力
を
与
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
企
業
の
活
動
は
、
従
業
員
、
取
引
先
、

顧
客
、
地
域
住
民
な
ど
、
多
く
の
人

と
の
つ
な
が
り
の
上
で
成
り
立
ち
、
社

会
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、「
企
業
は
利
益
の
追
求
だ

け
で
な
く
、
社
会
の
一
員
と
し
て
、
人

権
問
題
へ
の
対
応
を
は
じ
め
さ
ま
ざ

ま
な
社
会
的
責
任
を
果
た
す
べ
き
」
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を「
C

S

R（
企

業
の
社
会
的
責
任
）」
と
い
い
ま
す
。

　
2
0

1

5
年
国
連
で
、
世
界
を
よ

り
良
い
も
の
と
す
る
た
め
に
、
世
界
中

が
協
力
し
て
達
成
す
べ
き
17
の
目
標

「
S

D

G
s
（
持
続
可
能
な
開
発
目

標
）」
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
前

文
で
は
「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」「
す

べ
て
の
人
々
の
人
権
を
実
現
す
る
」

と
宣
言
さ
れ
て
お
り
、
人
権
尊
重
の

理
念
が
基
盤
に
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
S

D

G

s
の
達
成
に
も

企
業
の
取
り
組
み
が
不
可
欠
で
あ
り
、

今
や
企
業
が
人
権
に
配
慮
し
た
活
動

を
行
う
こ
と
は
必
須
の
時
代
で
す
。

　　
日
本
に
は
古
く
か
ら
言
い
伝
え
ら

れ
て
い
る
「
三
方
よ
し
」
と
い
う
言
葉

が
あ
り
ま
す
。「
よ
い
商
売
と
は
、
売

り
手
が
儲
か
り
、
買
い
手
が
満
足
し
、

さ
ら
に
は
世
の
中
も
良
く
な
る
も
の

で
あ
る
」
と
い
う
こ
の
考
え
方
は
、
現

代
の
C

S

R
や
S

D

G

s
に
も
通
じ

る
も
の
で
あ
り
、
多
く
の
企
業
の
活

動
の
根
幹
と
な
っ
て
い
ま
す
。
　

　
企
業
が
豊
か
な
人
権
感
覚
を
身
に

付
け
、
業
務
全
般
に
わ
た
っ
て
人
権

を
尊
重
し
た
活
動
を
行
う
こ
と
は
、

社
内
だ
け
で
な
く
社
外
か
ら
も
共
感

と
信
頼
を
呼
び
、
企
業
の
さ
ら
な
る

発
展
へ
と
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　　
今
年
、
市
内
の
複
数
の
企
業
に
対

し
、
人
権
研
修
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
社

内
の
人
権
意
識
を
高
め
る
こ
と
に
よ

り
考
え
ら
れ
る
効
果
に
つ
い
て
質
問

し
た
と
こ
ろ
、「
職
場
の
活
性
化
」
や

「
個
人
の
能
力
が
発
揮
さ
れ
る
こ
と
に

よ
る
生
産
効
率
の
向
上
」
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
良
い
影
響
が
想
定
さ
れ
る

と
の
回
答
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
一
方
で
、「
業
務
が
多
忙
で
あ
る

こ
と
」や「
人
権
に
つ
い
て
知
識
を
持
っ

た
人
材
が
い
な
い
こ
と
」
が
、
人
権
に

関
す
る
取
り
組
み
を
進
め
る
上
で
問

題
と
な
っ
て
い
る
現
状
も
う
か
が
え

ま
し
た
。

　
市
で
は
、
人
権
研
修
へ
の
講
師
派

遣
な
ど
を
行
い
、
企
業
が
人
権
意
識

の
向
上
に
取
り
組
む
こ
と
へ
の
提
案
・

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
少
人
数
ず

つ
複
数
回
に
分
け
て
の
研
修
や
、
短

時
間
の
講
話
な
ど
に
も
対
応
し
ま
す

の
で
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　　
講
師
派
遣
、
人
権
学
習
用
D

V

D

教
材
の
貸
出
し
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

令和３年度に市内企業で実施した人権研修の様子

◦
演
題
＝
「
そ
れ
ぞ
れ
の
性
の
あ

り
方
～
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
の
バ
ト

ン
を
渡
し
て
～
」

◦
講
師
＝
古
野
ひ
と
み
さ
ん
・
古
野

昌
子
さ
ん

◦
日
時
＝
10
月
20
日
㈭
19
時
～
20

時
30
分

◦
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
は
ち
ひ

め
ホ
ー
ル

◦
参
加
料
＝
無
料

◦
申
し
込
み
＝
不
要

※
詳
細
に
つ
い
て
は
チ
ラ
シ
、
ポ

ス
タ
ー
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照

く
だ
さ
い
。

　

なぜ人権 － かけがえのない命が輝くまちづくりをめざして －

■ 問い合わせ＝人権・同和政策・男女共同参画推進課（☎ 23・1490）

なぜ

い
ま
企
業
に
求
め
ら
れ

る
人
権
意
識

社
会
に
お
け
る
企
業
の
役
割

職
場
か
ら
つ
く
る
人
権
尊
重
社
会

人
権
学
習
を
お
手
伝
い
し
ま
す

「
第
3
回
人
権
セ
ミ
ナ
ー
八
女

２
０
２
２
」
開
催
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南
北
朝
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
舞
台

「
八
女
市
」

南
北
朝
・
菊
池
一
族
歴
史
街
道
③

　
八
女
市
は
、隈わ
い
ふ府（
菊
池
市
）と
高
良
山（
久

留
米
市
）
や
大だ
ざ
い
ふ
宰
府
（
太
宰
府
市
）
を
繋

ぐ
位
置
に
あ
り
、
幾
度
も
戦
場
と
な
っ
た
と

こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
懐か
ね
な
が良

親
王
、
そ
し
て
懐

良
親
王
の
跡
を
継
承
し
て
後
征
西
将
軍
宮
と

し
て
南
朝
方
を
指
揮
し
た
良
成
親
王
が
拠よ

っ

た
地
域
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
市
内
に
は
、

南
朝
方
に
ま
つ
わ
る
歴
史
遺
産
が
数
多
く
残

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
内
に
伝
わ
る
史
跡
や
文
化
財
・
天
然
記

念
物
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

⃝

大
杣
公
園
・
大
杣
公
園
祭
＝
後
征
西
将
軍

宮

良
成
親
王
墓
。
明
治
11
年
（
１
８
７
８
）

に
現
在
の
宮
内
庁
が
墓
に
認
定
し
、
代
々
、

五
條
家
の
子
孫
が
守
部
に
任
命
さ
れ
守
ら
れ

て
い
ま
す
。
大
杣
公
園
祭
は
、
良
成
親
王
命

日
の
10
月
8
日
に
執
り
行
わ
れ
、
約
６
０
０

年
前
か
ら
続
く
祭
り
で
す
。
こ
の
地
で
没
し

た
親
王
の
御
霊
を
慰
め
、
公く
げ
う
た
卿
歌
や
浦
安
の

舞
が
奉
納
さ
れ
ま
す
。

⃝
黒
木
の
大
藤（
指
定
名
称「
黒
木
の
フ
ジ
」）

＝
こ
の
フ
ジ
は
、
後
征
西
将
軍
良
成
親
王
の

お
手
植
え
と
伝
え
ら
れ
、
幾
多
の
戦
と
大
火

に
見
舞
わ
れ
な
が
ら
も
、
樹
齢
６
０
０
年
以

上
を
数
え
る
今
で
も
力
強
く
生
き
続
け
て
お

り
、
国
の
天
然
記
念
物
に
も
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
大
藤
の
あ
る
素す
さ
の
お
盞
嗚
神
社
に
は
、
約

３
０
０
０
㎡
も
の
広
大
な
藤
棚
が
広
が
っ
て

お
り
、
毎
年
４
月
中
旬
ご
ろ
に
開
花
し
、
１

メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
花
房
を
垂す
い
か下

さ
せ
ま

す
。
開
花
期
間
中
に
開
催
さ
れ
る
黒
木
大
藤

ま
つ
り
に
は
、
全
国
か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ

ま
す
。

⃝

五
條
家
・
御
旗
祭
り
＝
五
條
家
の
始
祖
・

頼
元
は
後
醍
醐
天
皇
の
命
で
、
南
北
朝
の
争

乱
に
際
し
幼
少
の
懐
良
親
王
に
補
佐
役
と
し

て
随
行
し
、九
州
に
下
向
し
ま
し
た
。
ま
た
、

北
朝
勢
力
の
打
倒
を
図
る
た
め
、
菊
池
一
族

と
と
も
に
忠
勤
を
尽
く
し
ま
し
た
。

　

重
要
文
化
財
五
条
家
文
書
に
は
、
後
醍

醐
天
皇
の
綸
旨
な
ど
が
あ
り
、
南
朝
方
の
動

向
を
物
語
る
重
要
な
資
料
で
す
。「
八
幡
大

菩
薩
旗
（
金き
ん
う烏
の
御
旗
）」
は
、
後
醍
醐
天

皇
が
、
皇
子
・
懐
良
親
王
を
征
西
将
軍
に
任

命
し
た
時
、
そ
の
「
し
る
し
」
と
し
て
、
授

け
ら
れ
た
も
の
で
す
。
そ
れ
ら
の
品
々
は
、

例
年
秋
分
の
日
に
開
催
さ
れ
る
「
御
旗
祭
」

で
一
般
公
開
さ
れ
ま
す
。

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
文
化
振
興
課
文
化
振
興
係

（
☎
２
３・１
９
８
２
）

◆
シ
リ
ー
ズ
◆

▲大杣公園祭の様子

▲黒木の大藤

　八女市の観光ハンドブック「八女は楽しい」
シリーズの一冊に「南北朝動乱のドラマ」が
あります。
　ここでは南北朝時代に繰り広げられた奥八
女のドラマと八女に伝わる史跡・観光スポッ
トなどを紹介しています。
◦問い合わせ＝観光振興課（☎ 23・1192）

観 知
ぶ

学 八女 は楽 し いる る

▲五條家に伝わる金烏の御旗（右）と伝良成親王着用具足（左）
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　川犬自主防災組織では、㈶
自治総合センターが行う、コ
ミュニティ助成事業（宝くじ
助成金の自主防災組織育成区
分）を受け、防災資機材を整
備しました。この事業は、宝くじの社会貢献広報事
業として、宝くじの受託事業収入を財源として実施
されているものです。防災資機材を整備することで、
地域防災力の強化を図るとともに、初期消火訓練や
避難誘導訓練など、平常時の訓練の幅を広げ、自主
防災活動の活性化に繋げます。

宝くじの助成金で資機材を整備

　

10
月
１
日
は
、「
浄
化
槽
の
日
」
で
す
。

合
併
処
理
浄
化
槽
は
、
微
生
物
の
働
き

を
利
用
し
て
、
ト
イ
レ
・
台
所
・
お
風

呂
・
洗
濯
な
ど
の
生
活
排
水
を
き
れ
い

な
水
に
し
て
放
流
す
る
た
め
の
装
置
で
、

水
環
境
の
保
全
に
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
専
用
住
宅
等
へ

合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る
人
に
補

助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
令

和
２
年
度
か
ら
令
和
４
年
度
の
期
間
は
、

汲
み
取
り
便
槽
ま
た
は
単
独
処
理
浄
化

槽
か
ら
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
転
換
を

推
進
す
る
た
め
に
補
助
金
を
増
額
し
て

い
ま
す
。

▽
転
換
と
は
、
既
存
住
宅
の
一
部
ま
た
は

全
部
を
残
し
、
単
独
処
理
浄
化
槽
ま
た

は
汲
み
取
り
便
槽
か
ら
合
併
処
理
浄
化

槽
に
換
え
る
こ
と
で
す
。

▽
転
換（
撤
去
す
る
場
合
）の
限
度
額
は
、

撤
去
に
係
る
処
分
費
用
と
配
管
設
置
費

用
（
最
大
23
万
円
上
乗
せ
）
を
含
め
た

限
度
額
で
す
。

※
補
助
金
交
付
に
は
要
件
が
あ
り
ま
す

の
で
、詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
令
和
4
年
度
の
補
助
金
交
付
申
請
書

の
受
付
＝
令
和
4
年
12
月
28
日
㈬
ま
で

※
予
算
が
終
了
し
た
時
点
で
受
付
終
了

と
な
り
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
上
下
水
道
局
下
水
道

総
務
係
（
☎
２
３
・
１
１
４
８
）

浄
化
槽
設
置
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す

人槽
浄化槽設置補助金限度額

新　設 転　換
（撤去しない場合）

転　換
（撤去する場合）

5人槽 498,000円 698,000円 928,000円

7人槽 621,000円 821,000円 1,051,000円

10人槽 822,000円 1,022,000円 1,252,000円

浄化槽の法定検査を受けましょう
　法定検査とは、浄化槽法第１１条に基づき毎年１
回の定期的な受検が義務付けられている検査のこと
で、浄化槽がきちんと維持管理され、正常に機能し
ているかなど、浄化槽の状態を調べる検査です。
　法定検査は、福岡県から指定を受けた指定検査
機関（福岡県浄化槽協会）が実施します。

【検査内容】
水質検査 ･･･浄化槽から出てくる水の検査をします。
外観検査･･･機能などに異常がないかを確認します。
書類検査 ･･･ 保守点検、清掃の記録票等をもとに、
保守点検や清掃が適正に行われているかを確認し
ます。

228

令和5 6
30

あなたの声を届けてください！
皆さんが日ごろ八女市に対して思っていることを、市長に届けてくだ
さい。将来の八女市づくりのため問題点は改善し、建設的な内容につ
いては実現に向けて努力してまいります。なお、市の事務と関係ない
ものについては回答しておりませんので、ご了承ください。
○市長室直通ファクスも市内からは無料でご利用いただけます。
　　O０１２０・２４・４５５４（フリーダイヤル）

《回答が必要な方は、住所・氏名・電話番号の記入をお願いします。》

８３４ ８７９０八女局

料金受取人払郵便
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【作り方】
①椎

しい

茸
たけ

は軸の部分を手でちぎる。
②れんこんの皮をむく。れんこん、椎

しい

茸
たけ

の軸、ニラを
みじん切りにする。
③ビニール袋に豚ひき肉、②、かつお節、Aを入れ、粘
りが出るまでよくもみこむ。 
④①の椎

しい

茸
たけ

のくぼみを上にして片栗粉をふるい、ビニ
ール袋の端を切って③を均一に絞り出し、形を整える。
⑤フライパンになたね油小さじ1を入れ、中火で④の
椎
しい

茸
たけ

の面を下にして焼く。裏返して反対の面も焼き
色が付いたら、水大さじ2を加えふたをして蒸し焼き
にする。※4個ずつ焼く（⑤を2回行う）
⑥タレの材料を合わせ一緒に添える。

クックパッドの「八女市
のキッチン」で、過去に
紹介した「八女はおい
しい」のメニューを紹介
しています。
ご 活 用くだ
さい。

椎
しい

茸
たけ

和風餃
ぎょうざ

子

エネルギー
たんぱく質
脂質
炭水化物

（うち食物繊維)
食塩相当量

130kcal
7.1g
7.0g

12.3g
2.8g
0.7g

1人分あたりの栄養価

　八女の肉厚で旨味たっぷりの椎
しい

茸
たけ

に餃子の餡を詰
めました。野菜ときのこで食物繊維たっぷりの大き
くてボリューム満点の餃子です。

【材料】4人分
生椎

しい

茸
たけ

…8個、片栗粉…大さじ1、豚ひき肉…100g、
れんこん（皮付き）…200g、ニラ…3本(20g)、か
つお節（小分けタイプ）…1パック（2.5g)
ビニール袋…１つ、なたね油…小さじ2、水…大さじ4
A食塩…小さじ1/4、きび砂糖、ごま油、おろししょう
が、おろしにんにく、しょうゆ、酒、オイスターソース
…各小さじ1/2
■タレ＝穀物酢…大さじ2、黒コショウ…少々
※太字は八女産食材

　アールビーズスポーツ財団が主催するイベント
に参加して、体を動かしませんか。家族や仲間、
地域の人たち、ひいては日本中のランナーたちと
スマートフォンアプリを通じて10月の走る・歩く
の累計距離を競い合いましょう。
　昨年に引き続き、市内参加者の中から独自の豪
華賞品を準備中です。参加方法など詳細は下記二
次元コードより市ホームページをご確認ください。
★健康ポイント事業対象
⃝開催期間＝10月1日㈯～ 31㈪
⃝参加費＝無料
◦◦問い合わせ＝八女市総合体育館

（☎24・1230）

～ ふるさとの恵み ～

八女はおいしい

10月は「走ろう！」「歩こう！」
オクトーバー・ラン&ウォーク2022

ご意見記入欄　　（八女市広報R4.10.1）

キ
リ
ト
リ
セ
ン

キリトリセン

1.　広報紙またはホームページ（掲載可・掲載不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「掲載可」に○を付けられた
場合は、個人が特定されることがないよう個人情報の取り扱い
に十分注意し、広報紙または八女市ホームページに掲載する場
合があります。ご記入のない場合は掲載不可と判断します。
2.　情報公開　（公開可・公開不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「公開可」に○を付けられた
場合は、八女市情報公開条例の規定により公開請求があった場
合は公開の対象となるときがあります（個人情報を除く）。ご
記入のない場合は、公開不可と判断します。
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「
仕
事
や
家
の
こ
と
が
一
段
落
し

た
ら
、
旅
行
を
し
て
お
い
し
い
も

の
を
食
べ
た
い
」「
子
ど
も
に
は
迷

惑
を
か
け
た
く
な
い
」
な
ど
、
将

来
こ
ん
な
風
に
過
ご
し
た
い
、
こ

ん
な
風
に
は
な
り
た
く
な
い
と
想

像
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

誰
し
も
「
認
知
症
に
は
な
り
た
く

な
い
」「
い
つ
ま
で
も
健
康
で
過
ご

し
た
い
」
と
思
う
も
の
で
す
。
そ

ん
な
想
い
を
か
な
え
る
た
め
に
は
、

元
気
な
体
が
大
前
提
と
な
り
ま

す
。
ま
ず
は
、
健
診
で
自
分
の
体

を
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

仕
事
や
家
の
こ
と
な
ど
で
毎
日

忙
し
く
働
い
て
い
ま
せ
ん
か
。
一

時
的
に
休
め
ば
体
は
動
け
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
自
覚
症

状
が
現
れ
に
く
い
た
め
病
気
に
気

づ
き
に
く
い
、
そ
ん
な
症
例
は
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
今
の
体
の
状
態
を
確

認
で
き
る
の
が
健
診（
検
診
）で
す
。

特
に
特
定
健
診
は
、
糖
尿
病
等
の

生
活
習
慣
病
の
発
症
や
重
症
化
を

予
防
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
お

り
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
、
高
血
圧
、
高
血
糖
、
脂
質
異

常
症
の
状
態
を
早
い
段
階
で
見
つ

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
知
ら
な

い
う
ち
に
血
管
を
傷
つ
け
、
硬
く

な
っ
た
り
も
ろ
く
な
っ
た
り
と
い

う
動
脈
硬
化
を
引
き
起
こ
し
、
心

臓
病
や
脳
血
管
疾
患
、
腎
臓
病
な

ど
を
招
く
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、

健
診
で
体
の
状
態
を
見
え
る
化

し
、
自
分
の
体
を
知
る
こ
と
か
ら

は
じ
め
ま
し
ょ
う
。

　
「
治
療
中
で
病
院
受
診
し
て
い

る
か
ら
健
診
は
受
け
て
い
な
い
」

と
い
う
声
も
耳
に
し
ま
す
。
し
か

し
、
病
院
受
診
は
治
療
を
、
健
診

は
体
全
体
の
状
況
を
確
認
し
、
発

症
予
防
・
重
症
化
予
防
を
目
的
に

し
て
い
ま
す
。身
長・体
重
の
変
化
、

血
圧
・
血
液
検
査
・
尿
検
査
・
心

電
図
な
ど
を
検
査
し
、
経
年
的
に

デ
ー
タ
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
変

化
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

治
療
中
の
人
も
定
期
的
に
健
診
を

受
診
し
ま
し
ょ
う
。
病
院
で
健
診

項
目
の
ほ
と
ん
ど
を
受
け
て
い
る

と
い
う
人
は
、
デ
ー
タ
を
健
康
推

進
課
へ
提
供
す
る
と
、
市
の
受
診

率
向
上
に
つ
な
が
る
ほ
か
、
心
配

な
部
分
が
見
つ
か
れ
ば
、
保
健
師

等
か
ら
の
支
援
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　　

健
診
を
受
診
し
て
も
、「
デ
ー

タ
の
見
方
が
分
か
ら
な
い
」、「
具

体
的
に
生
活
習
慣
の
ど
こ
に
気
を

つ
け
れ
ば
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
」

と
い
っ
た
疑
問
や
悩
み
が
あ
る
人

は
、
ぜ
ひ
健
康
相
談
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
住
民
の
皆
さ
ん
が
毎
日

元
気
に
充
実
し
た
生
活
を
送
れ
る

よ
う
、
保
健
師
・
管
理
栄
養
士
が

一
緒
に
考
え
、
あ
な
た
自
身
で
選

択
で
き
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

　　

令
和
4
年
度
の
住
民
健
診
は
11

月
ま
で
が
期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
の
特
定
健
診
受
診
率
の
目
標
は

60
％
で
す
が
、
最
近
の
八
女
市
の

特
定
健
診
受
診
率
は
40
％
前
後
と

な
っ
て
い
ま
す
。
残
り
の
60
％
の

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
受
診
し
て
自
身
の

体
の
状
態
を
確
認
し
、
普
段
の
生

活
習
慣
を
振
り
返
り
ま
し
ょ
う
。

　

受
診
項
目
は
右
表
の
ほ
か
、
肺

が
ん
・
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
前

立
腺
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
・
乳
が

ん
な
ど
の
各
種
が
ん
検
診
等
が
あ

り
ま
す
。

　

市
で
は
全
世
帯
に
「
住
民
健
診

（
検
診
）
ガ
イ
ド
本
」
を
配
布
し
て

い
ま
す
。
加
入
し
て
い
る
健
康
保

険
や
年
齢
・
性
別
に
よ
っ
て
受
診

可
能
な
健
診
（
検
診
）
が
異
な
り

ま
す
の
で
ガ
イ
ド
本
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

からだの声をきいていますか。
年に 1 回、住民健診で健康チェックを。

健康だより ★問い合わせ＝健康推進課保健指導係（☎ 23・1352）

健 康 コ ラ ム

定
期
的
な
健
診
受
診
が
大
切
で
す

健
康
相
談
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

八
女
市
の
住
民
健
診（
検
診
）

に
つ
い
て

健診名 対象者

特定健診
40 ～ 74 歳の市民

（国民健康保険加入者）

２０代・３０代健診 20 歳～ 39 歳の市民

後期高齢者健診
75 歳以上の市民

（後期高齢者健康保険加入者）

住民健診は「健康ポイント」、
「まちのコイン」対象事業です。
詳しくはこちら
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金 土 日Friday Saturday Sunday

▼救急指定病院
公立八女総合病院（高塚）　　  　23・4131
柳病院（吉田） 23・2176
川﨑病院（津江） 23・3005
馬場病院（広川町） 32・3511
姫野病院（広川町） 32・3611
筑後市立病院（筑後市）　  0942・53・7511
▼夜間小児救急医療受付（19:00 ～ 21:30）

［月・水・金］公立八女総合病院（23・4131）
［火・木］筑後市立病院（0942・53・7511）

▼日祝日小児救急医療受付（9:00 ～14:30）
【10月】2㈰ ・16㈰・30㈰
公立八女総合病院 （23・4131）

【10月】9㈰・23㈰
筑後市立病院 （0942・53・7511）
▼県小児救急医療電話相談（19:00 ～ 7:00）
県指定健康相談事業者 ♯8000

【休日当番薬局】
八女筑後薬剤師会
ホームページ

（http://ycpa.info）

在宅医当番表

※変更になっている場合があります。

✚

10月2日（日）
いしもと小児科（岩崎） 22・7111

山口医院（星野村） 52・3131

香月歯科医院（本村） 30・1333

宮城耳鼻咽喉科クリニック（筑後市）  0942・52・8733

10月9日（日）
山田医院（本町） 23・4853

岡村医院（立花町） 23・2770

横山歯科クリニック（馬場） 22・5384

10月10日（祝）
江上内科（本町） 24・0113

中村内科医院（立花町） 37・1601

石橋歯科医院（本町） 24・5207

10月16日（日）
藤本産婦人科小児科（本町） 23・2733

中島医院（黒木町） 42・0235

久保田歯科口腔外科医院（広川町) 32・0216

10月23日（日）
ごんどう内科（山内） 23・3010

耳納高原病院（星野村） 52・3135

堤歯科医院 (立花町） 37・1470

10月３0日（日）
古賀泌尿器（馬場） 24・3121

みやざき内科（立花町） 37・0008

有吉歯科クリニック(筑後市) 0942・27・9844

市の催しについてはホームページで確認、そのほかについてはお問い合
わせください。催しへの来訪の際はマスクの着用や検温にご協力ください。

（保）…保健師
（栄）…栄養士

…左記ヘ問い合わせ

…健診日です。詳しくは住民健
　診ガイド本　（広報八女5/1号
　折込）をご確認ください。

小学校就学前の成長
発達面に不安がある
人が対象です。
問子育て支援課こども未来係

（☎24・8282）※電話予約

乳幼児心理相談

心理士によるこころの相談

気軽にご相談ください

イベント
カレンダー
マークの見方

心理士相談 【要予約】

◦ … 要予約

市内在住の人が対象です。
10月5日㈬ 13:30～15:30【5月中止分振替】
10月26日㈬ 13:30～15:30／八女市立図書館
問健康推進課保健指導係（☎23・1352）

健 み きピ 移

健

問…問い合わせ

子

住民健診

子

小・中学校体育
施設利用者の会
問八女市総合体育館問八女市総合体育館
☎24・1230☎24・1230

八女軽トラ市
9:00 ～ 12:00 ／八女観
光物産館ときめき駐車場
／問同実行委員会（☎
22・3131）

八女軽トラ市
9:00 ～ 12:00 ／八女観
光物産館ときめき駐車場
／問同実行委員会

（☎22・3131）

　赤ちゃんRoom・相談Room◦
13：30～15：00／みらい広場
み

　赤ちゃんRoom・相談Room◦
13：30～15：00／みらい広場
み

　移動ひろば◦
10:00～13:00／室岡公民館 
移

　移動ひろば◦
10:00～13:00／上陽公民館
移

　移動ひろば◦
10:00 ～13:00 ／東公民館
移

　マタニティさん
集まれ♪◦

「妊娠中のおっぱいケ
ア」／10:00～12:30 ／
託児あり／みらい広場

み

　パパママ集まれ！◦
「ドッグセラピー」／
10:00～／飲み物持参

み

八女観光サイト
には、今月のイ
ベント情報を掲
載しています。

　田中もとこ先生の
　ふぁふぁほっぺ◦
10:30～／みらい広場／飲み物持参

み

29 3028

紙遊び「ペーパー
ビーズに挑戦」◦
13:30～15:30／定員6人
／問多世代交流館☎22・
2257

紙遊び「ペーパー
ビーズに挑戦」◦
13:30～15:30／定員6人
／問多世代交流館☎22・
2257

住民健診

　子育て相談◦
9:30～11:00／ふじの里／
母子健康手帳、タオル持参

子

住民健診

住民健診住民健診

住民健診

住民健診

住民健診

※10/10 ㈷
　は休み
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Monday月 火 水 木Tuesday Wednesday Thursday

貼って活用
新型コロナウイルスの影響で中
止・延期になる場合があります。イベントカレンダー 

健康・子育て情報は、
ホームページや LINE で

（＠ yamecity）
（お知らせ受信設定にて選択）
LINE

ホームページ
（こども未来係）

ホームページ
（保健指導係）

Check健康推進課保健指導係
（☎ 23・1352）申

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

子育て支援課こども未来係
やめっこ未来館

（☎ 24・8282）

詳しくはホームページへ

子育て支援施設　きらきら
（立花町北山2747-5）問☎24・9090
移動ひろば
問こども未来係（☎24・8814）

子育て支援総合施設
やめっこ未来館  みらい広場

（稲富 499）問☎24・8814
子育て支援施設 ピコロ

（黒木町桑原207／ふじの里内）
問☎42・3301

八女市 検索
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　ほんの森ぶっくるん
10:30～／きらきら
き　健康相談（保・栄）

10:00 ～11:00 ／べんがら村 
健

　健康相談（保・栄）
10:00～11:00／立花市民センター
健

　健康相談（保）
14:30 ～15:00 ／上陽支所 
健

　健康相談（保）
10:00 ～11:00 ／黒木支所
健

　健康相談（栄）
10:30 ～11:00 ／星野支所
健

　健康相談（保）
11:00 ～11:30 ／矢部支所
健

　4か月さん集まれ（5月生）◦
「産後ヨガ」10:00 ～
／みらい広場／飲み物持参

み

　移動図書館の日
10:30 ～11:10／みらい広場
み

　 わ・わ・WA!◦ 「入江先生と
運動遊び」／10:00～／きらきら
き

　すくすく子育て◦
「ハロウィンパーティー」
10:00 ～／きらきら

き

　すてきな誕生会◦
10:00～／きらきら
き　つくろうね◦「おもちゃ製作」

10:30～11：30／定員あり／
（10/1㈯締切）／ピコロ

ピ

　はっぴぃバースデー◦
「くまおじさんのお話」10:30～
11：30／（１0/15㈯締切）／ピコロ

ピ
　出張ひろばトゥインクル◦
10:00～16:00
移

　出張ひろばトゥインクル◦
10:00～16:00
移

　出張ひろばトゥインクル◦
10:00～16:00
移

　移動ひろば◦
10:00～13:00／
長峰保育所２階

移

　移動ひろば◦
10:00～13:00／矢部公民館
移 　乳幼児健診

3歳児（R1年9月生）／やめっこ未来館 
子　乳幼児健診

1歳6か月児（R3年3月生）
／やめっこ未来館 

子

　乳幼児健診
4か月児（R4年5月・6月生）
10か月児（R3年11月・12月生）
／ふじの里 

子

　乳幼児健診 4か月児（R4年6
月生）／やめっこ未来館
子

　ベビーズクッキング◦
10:00～12:00／やめっこ未来館
／筆記具、離乳食冊子持参

子

　乳幼児健診
10か月児（R3年12月生）
／やめっこ未来館 

子

移　移動ひろば◦
10:00～13:00／かがやき 

　子育て相談◦
9:30～10:30／やめっこ未来館
／母子健康手帳、タオル持参

子

スポーツの日

　高田先生とおしゃべり会◦
10:00 ～／みらい広場
／飲み物持参

み

27

　移動ひろば◦
10:00～13:00／
長峰保育所２階

移

　出張ひろばトゥインクル◦
10:00～16:00
移

住民健診
住民健診10/24

住民健診

住民健診

八女市戦没者追悼式
10月15日㈯
※一般参列の案内は差し
控えさせていただきます。
問福祉課（☎24・8030）

規模縮小開催となった催し10月の催し
にゃんちむ唐子絵展
10月22日㈯～ 11月13日㈰
中国風の子どもたち(唐子)
をモチーフにした墨絵展
八女伝統工芸館特設開業
問同館（☎22・3131）

八女福島仏壇フェア
10月23日㈰～ 11月6日㈰
仏壇仏具の展示・相談
コーナーなど
八女伝統工芸館特設会場
問同館（☎22・3131）

宮ヶ原橋架設100周年記
念事業
10月23日㈰
宮ヶ原橋周辺およびほたる
と石橋の館
問同館（☎54・2150）
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相談はお気軽にどうぞ
無料法律相談 【予約】
◦10月20日㈭・11月10日㈭ ／ 相談
　13:00 ～16:00 ／場所・法務局八女支
　局（収入等一定額以下等の条件あり）
　※予約・法テラス福岡☎ 050・
　3383・5502（平日9:00 ～ 17:00）
 ◦10月14日㈮ 13:30 ～ 16:00　
　／社会福祉会館※予約☎ 23・0294
◦10月21日㈮ 13:30 ～ 16:00　
　／ふじの里（黒木）※予約☎ 42・2131
◦10月28日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
　※予約☎ 54・3629
◦10 月21日㈮ 10:00 ～ 12:00 ／八女
　商工会議所※ 2 日前から予約開始
　☎ 22・5161
女性相談（働く女性の家☎37・1522）
◦10月20日㈭ 9:30 ～ 11:30
　／働く女性の家（立花）
なんでも人権相談（法務局☎23・2603）
◦10月4日㈫9:00～12:00／矢部公民館
◦10月5日㈬13:00～16:00 ／星野支所
◦10月7日 ㈮13:00～16:00／おりなす
　八女研修棟・地域福祉センター(上陽)
◦10月12日㈬13:00～16:00
　／立花市民センター
◦10月14日㈮13:00～16:00
　／ふじの里（黒木）
行政相談（総務課☎23・1224）
◦10月4日㈫9:00～12:00／矢部公民館
◦10月6日㈭13:30～16:00
　／社会福祉会館
◦10月11日㈫ 13:30～15:30
　／地域福祉センター（上陽）
◦10月11日㈫ 13:30～15:30
　／立花市民センター 2階
◦10月12日㈬ 9:00～12:00
　／星野支所 2階
◦10月19日㈬ 9:30 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
司法書士相談（社協☎23・0294）
◦10月14日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／ふじの里（黒木）
◦10月21日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
心配ごと相談（社協☎23・0294）
◦10月5日㈬、19日㈬13:30～16:00
　／社会福祉会館
◦10月12日㈬ 9:30～12:00
　／かがやき（立花）
◦10月19日㈬ 9:30～12:00　

　／ふじの里（黒木）
◦10月26日㈬ 13:30～16:00
　／地域福祉センター（上陽）
補聴器の修理と相談

（福祉課☎23・1335）
◦10月18日㈫ 13:00～14:30
　／八女市役所 103会議室
◦10月14日㈮ 10:00～12:00
　／ふじの里（黒木）
◦10月27日㈭10:00～12:00 ／星野支所
定例税務相談会
◦10月11日㈫10:00～15:00
　／八女商工会議所 
経営支援相談会【予約】
◦10月17日 ㈪13:30～16:30 ／ 八 女
　商工会議所 ※予約☎22・5161
生活困窮者の自立支援相談

（福祉課福祉総務係☎24・8030）
生活保護に至る前のさまざまな事情
で困っている人はご相談ください。
◦平日 8:30～17:00
年金相談 【予約】
久留米年金事務所のお客様相談室へ。
予約をすれば待ち時間が少なくなりま
す。※基礎年金番号をお知らせください。
◦ 月曜（休日の場合は翌日） 8:30 ～

19:00 ／火曜～金曜8:30～17:15 ／
毎月第2土曜日9:30～16:00

　☎0942・33・6192
こども相談室（家庭児童相談室） 【予約】
◦平日 9:00～17:00　
　本庁内（☎23・1448）
　黒木支所内（☎42・1800）
精神保健福祉相談 【予約】
心配事は一人で考えず、専門家に相談
してください。精神科の医師や保健師
がこころに関する相談に応じます。
◦第1 ～第4月曜日 14:30～16:00 ／
南筑後保健福祉環境事務所分庁舎

（八女総合庁舎）
　☎0944・72・2176
弁護士多重債務・労働問題・DV被害
相談【予約】
◦ 毎週火曜 13:30～16:00 ／社会福祉

会館（☎0942・30・0144）
若者（15 ～ 49歳）就職相談支援

《筑後若者サポートステーション》
◦ 平日10:00～17:00

《八女出張相談ハローワーク八女内》
◦毎月第２金曜13:00～17:00
※予約☎0942・30・0087

消費生活相談（来訪または電話相談）
◦平日8:30～16:30 ／八女市消費生
活センター☎23・1183
教育相談
◦ 平日9:00～17:00 ／八女市教育委員

会☎0120・784・110
無料弁護士相談【予約】
◦ 毎月第1水曜13:00～15:00 ／第2・

4水曜18:30～20:30 ／ひとり親サ
ポートセンター☎092・584・3931

やめ女性のための悩み相談電話
（電話相談または来訪）
夫や恋人からのDV、夫婦間・男女間の
問題、セクハラなどご相談ください。
※来訪は要予約
◦平日 9:00～17:00／☎24・9422
教育相談
◦ 無休・24時間受付／南筑後教育事

務所※予約☎0942・52・4949
養育費相談
◦ 平日9:00 ～ 17:00、 第1・ 第3土日

9:00 ～ 16:00 ／ひとり親サポートセ
ンター☎092・584・3931

福岡県あすばる相談ホットライン
◦ 毎日9:00 ～ 17:00、金曜のみ18時～

20時30分も可／☎092・584・1266
福岡県配偶者からの暴力相談
◦月～金17:00 ～ 24:00、土日祝9:00
～ 24:00 ／☎092・663・8724
難病ホットライン
◦ 平日8:30 ～ 17:15 ／南筑後保健福祉

環境事務所（☎0944・72・2610）

◦八女地域包括（本庁内）　     ☎23・1203
◦黒木地域包括（黒木支所内）  ☎42・1119
◦立花地域包括（立花支所内）  ☎24・8922

◦上陽地域包括（上陽支所内）  ☎24・8315
◦矢部地域包括（矢部支所内）  ☎24・9011
◦星野地域包括（星野支所内）  ☎24・8212

高齢者総合相談窓口
（平日8:30 ～ 17:15）
【地域包括支援センター】

　ひとり親家庭を対象に、
就業支援等を行っています。
◦久留米ひとり親サポート
センター（☎ 0942・32・1140）

電 話 相 談

ほっと館
かん

やめ
八女市社会福祉協議会福祉生活支援室

　ひきこもりなどに対する相談支
援を行っています。（市内 2 か所）
①八女市高塚 191（共生の森内）
月～金・第 2 土曜日
9:00 ～ 17:00 開館（☎ 22・8315）
②上陽町北川内 123-1（地域福祉
センター内）平日 9:00 ～ 17:00 開
館（☎ 24・9820）

場所が
変わり
ました
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八女市立図書館（本館）☎22・2504
本館の開館時間＝平日10時～ 20時

　　　　　　　　土日祝10時～18時
対象＝幼児～小学生
★本館＝1日㈯、8日㈯、15日㈯、22日㈯、29日㈯ 
　　　　時間＝ 14時～（22日のみ 10時30分～）
★黒木分館＝1日㈯10時30分～

★10月のおはなし会

上陽分館 ☎22・8811
黒木分館 ☎42・0400
立花分館 ☎37・0500
矢部分館 ☎47・2258
星野分館 ☎52・3120

分館の開館時間＝　
9 時～17時30分

図書館だより

対象＝０～２歳児
♥本館＝2日 ㈰、15日 ㈯ 11 時～ 2 階研修室
♥黒木分館＝ 22日㈯ 10時30分～ おはなしコーナー

♥10月のあかちゃんおはなし会

♣10月の館内整理日（全館休館）は28日㈮
♣本館休館日＝ 月曜、館内整理日
♣上陽・立花・矢部・星野分館休館日＝月曜、祝・休日、館内整理日
♣黒木分館休館日＝火曜、祝 ･ 休日、館内整理日

図書館
ホーム
ページ

図書館
Twitter

☎ 22・5332
おりなす八女 ホームページ

秋の読書週間（10/27㈭～11/9㈬）秋の読書週間（10/27㈭～11/9㈬）

　八女市立図書館の読書週間イベ
ント期間は 10 月 22 日㈯～ 11 月
13 日㈰です。
◦としょかんツアー＝バスで各分
館を巡ろう！各分館で本を借りると
図書館特製の御朱印がもらえます。
①黒木→矢部コース＝
　11 月 6 日㈰ 13 時出発
②立花→上陽→星野コース＝11 月13 日㈰ 13 時出発
◦としょかんまつり＝楽しい時間を過ごしてね♪
▽日時・場所＝10 月 22 日㈯ 14 時～・八女文化会館

▽内容・出演＝スペシャルなおはなし・なかよし文庫
◦申込受付（としょかんツアー・としょかんまつり共通）
＝10 月 5 日㈬から本館（カウンターまたは電話）で
受け付けます。定員になり次第締め切ります。

かわいい布の絵本を一緒に作りませんか？
▽日時＝11 月13 日㈰・27 日㈰の２日間。10 時～ 12
時▽会場＝黒木開発センター保健相談室
▽定員＝先着 10 人（10 月12 日～全館で受付開始）
▽参加条件＝ 2 日間とも受講可能な人
▽託児あり＝先着 5 人・要申込
▽申込・問い合わせ＝黒木分館（☎ 42・0400）

「わくわく♪布の絵本講座」（黒木分館）「わくわく♪布の絵本講座」（黒木分館）

チケット発売中

DOSDELFIDDLES
ドス・デル・フィドル

（全席指定）

友の会  44,000 円
一　般一　般 44,500 円

コワモテなビジュアルと繊細かつ情熱的な演奏で人気の
石田泰尚と、全国各地でゲストコンサートマスターとし
て活躍する若きリーダー﨑谷直人。スーパーヴァイオリ
ニスト 2 人による最強ユニットです。

10/30●日 15:00 開演
ハーモニーホール

YASUNAO
ISHIDA

NAOTO
SAKIYA

祝

最強ヴァイオリン・ユニット！

チケット発売中

入場料：（２日間共通券）300円
会 場：ハーモニーホール

中学生以下無料
市民コンサート第37回

上陽北汭学園

八女マーミングコール

八女ジュニア合唱団 八女混声合唱団

劇団リトルウイング

10/10

10/16

１0:30 開演

１3:00 開演

（１0:00 開場）

（１2:30 開場）

♬

主催・お問い合せ：八女市音楽協会 (事務局：梅野 )  
 ☎090・4514・4249  後援：八女市・八女市教育委員会

福島中学校 黒木中学校西中学校

筑南中学校 他

他

西日本短大附属高校吹奏楽部

コーラスコーラス

吹 奏 楽吹 奏 楽

●日
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※新型コロナウイルス感染防止に努めながら、写真撮影をしています。

黒木町壮球会 九州大会出場決定！
　黒木町壮球会は 18 人の軟式野球チームで、6 月 4
日㈯～ 11日㈯、宗像中央公園球場で開催された九州
還暦軟式野球九州大会福岡県予選に参加しました。
　8 チームでの予選リーグを見事突破し、10 月 28
日㈮～ 30 日㈰に福津市で開催される九州大会に福
岡県代表として出場します。

まちのわだいＴＯＰＩＣＳまちのわだいＴＯＰＩＣＳ

飲酒運転撲滅の取り組みの功績がたたえられ
　（一財）ＦＭ八女が、福岡県知事から福岡県飲酒運転撲滅活動
功労者表彰を受け、高木放送局長が三田村市長に報告しました。
ＦＭ八女は今年開局 10 年目を迎え、四季の交通安全県民運動期
間中や飲酒運転撲滅週間等において、広報を継続的に実施して
おり、また八女警察署等とともに番組を制作して放送するなど、
これまでの活動が評価され、その功績がたたえられました。

八女市の選手たちが活躍を報告
　各競技で活躍している八女市ゆかりの選手が三田
村市長に全国大会の結果ならびに出場の報告を行い
ました。

競技名 氏名 学校名
少林寺拳法 原 瑞紀 八女学院中 2 年

水泳 黒田 ゆきの 輝翔館中 2 年

競技名 チーム名
硬式野球 ヤング筑後ドジャース（全国準優勝）

【団体競技】
【写真】ヤング筑後ドジャース小学部の皆さん

【個人競技】

九州電力オープンイノベーションプログラム
2022「ひらめきと共創」特別賞受賞報告
　ひらい観光農園の平井 一之介さんが8月8日㈪、
市役所を訪問し、三田村市長に九州電力オープンイ
ノベーションプログラム 2022「ひらめきと共創」
特別賞受賞報告を行いました。
　本プログラムは、各企業や個人のアイデアと九州
電力㈱のリソースを組み合わせることで、新たな
事業の創出を目指すもので、総数 100 件の応募の
中から選ばれました。平井さんは「バーチャル空
間で農業収穫体験ができ、実際に購入できるシス
テ ム で、
全国の人
に VR 体
験と農産
品を提供
し た い 」
と話しま
した。

児童書を図書館へ寄贈
　8 月 10 日㈬、八女市立図書館矢部分館にて、20
数年にわたり同図書館矢部分館に、ここ 5 年ほどは
星野分館へも、児童書数百冊の寄贈をされてきた池
田勝則さんにお礼状を贈りました。
　贈呈式では、石
川矢部支所長や
鶴八女市立図書
館長がお礼の言
葉を伝え、教育委
員会からのお礼
状を渡しました。

出場大会名・大会結果・所属・氏名等の詳細
についてはホームページに掲載しています。
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　ダニエル・建・イノウエ氏のルーツである上陽地区
の上陽北汭学園と、イノウエ氏の出身校であるワシン
トンミドルスクール（ハワイ州ホノルル市で最も歴史
のある公立中学校）は今年1月からオンライン交流を
始めており、今後さらに交流を深めていくことで合意
しました。8月5日㈮に橋本教育長がワシントンミド
ルスクールを訪問し、上陽北汭学園の牛島俊哉校長が
署名した協定書にワシントンミドルスクールのマイケ
ル・ハラノ校長が署名して姉妹校締結を行いました。
　ワシントンミドルスクールには19か国の国籍を持
つ、約600人の生徒が学んでおり、ホノルル市の数学
コンテストで10年連続入賞する実力校です。今後オ

ンラインでの交流を
進め、将来的には対
面で交流することを
目標に取り組んでい
きます。

　8 月20日㈯、「第16回あつまれ！元気もんフェア」
が、おりなす八女で開催され、子どもたち約 150 人
がものづくり体験をしました。
　今回は、地域のボランティアの人たちによる、クリ
アファイル飛行機工作やプラバンキーホルダーな
どの手軽な「ものづくりコーナー」、木工教室や七宝
焼き・石けんなどを、さまざまな分野の職人から教
わりながら作る「職人体験コーナー」、勾玉づくりが
できる「古代体験コーナー」の大きく 3 つのコーナー
を設けました。そのほか、人権や健康について考える
ブースや、電子図書館の紹介、昔遊びを無料で体験
できる「学びのひろば」、「サタデー太鼓フィーバー
ズ」のステージ公演等、さまざまな催しで賑わいま
した。また、各地域の講座に
登録している中高生には、
受付やブースの手伝い等を
行ってもらい、有意義な活動
ができました。参加者から
は「夏休み最後の楽しい思
い出ができた。また参加した
い」などの声があり、子ども
たちの心に残るイベントと
なったようです。

ダニエル・建・イノ
ウエ氏の過去の広
報紙記事
はこちら

キラリ☆やめっ子サマーキャンプ
　7 月 29 日㈮～31日㈰、市内の小学 5 年生から中
学 3 年生までを対象に「キラリ☆やめっ子サマー
キャンプ」（市青少年教育キャンプ）を、宗像市の
県立少年自然の家「玄海の家」で行いました。参加
した児童・生徒49人は、フェリーで大島に渡り、フォ
トラリーをしたり、海水浴・海洋カヌー体験など玄
海の家ならではの海の活動を楽しんだりしました。
その他、劇の発表会や、キャンプファイヤー、野外
調理など多くの活動を体験しました。
　参加者は、「班で役割分担して、協力できてよかっ
た」「日頃体験できないことができて楽しかった」「友
達がたくさんできた」と経験を通して少し成長した
様子でした。

上陽北汭学園とワシントンミドル
スクール間で姉妹校締結　

　7 月 21日㈭～ 22 日㈮に１泊２日で八女市の自然
や文化、歴史、産業等を再発見する八女市スーパース
クール事業「ぐる～っと八女探検隊 2022」を小学 5・
6 年生を対象に行いました。
　今年度は、大道谷の里や歴史文化交流館いわいの
郷、五條氏邸、杣のふるさと文化館など、市内の 7 か
所で施設見学・体験を行いました。
　子どもたちは自らカメラで撮影、見学・体験を通し
て感じたことを「探検新聞」にまとめ、オリジナルの
ユニークな新聞を作成しました。参加者からは、「新
しい仲間と交流で
きて良かった」「八
女 市のいいとこ
ろをたくさん知る
ことができた」な
どの声がありまし
た。

新しい仲間と、八女市の広さを実感！
充実した２日間

子どもたちの笑顔が館内に広がりました
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
取
専
用
窓
口
を
次
の
日
程

で
開
設
し
ま
す
。受
け
取
り
に
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

臨
時
窓
口
の
開
設
は
本
庁
の
み
と
な
り
、
各
支
所
の
カ
ー

ド
も
本
庁
で
の
受
け
取
り
と
な
り
ま
す
。

◦
開
設
日（
予
約
締
切
日
）＝
10
月
30
日
㈰
（
同
26
日
㈬
）

※
予
約
状
況
に
よ
り
早
め
に
締
め
切
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◦
開
設
時
間
＝
8
時
30
分
～
12
時

◦
会
場
＝
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
特
設
会
場

◦
対
象
業
務
＝
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
の
み

◦
必
要
な
も
の
＝
電
話
予
約
時
に
案
内

◦
予
約
・
問
い
合
わ
せ
＝
市
民
課
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
推
進
係

（
☎
２
３・１
１
１
７
）

日
曜
日
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

受
取
専
用
窓
口
を
開
設

　令和 5 年 4 月1日からの学童保育所入所申し
込みの受け付けを次のとおり行います。入所希望
児童の保護者は、入所申請書等に必要事項を記
入のうえ、申請期間内に提出してください。
　なお、利用希望者が定員を超える場合は、市
の基準に基づき選考したうえで入所の決定をしま
す。また、入所申請書等は10 月21日㈮から提出
先窓口にて配付します（令和５年度から入退所に
係る決定並びに通知は八女市が行います）。
◦受付期間＝11月1日㈫～11月30日㈬　
※夏休みなど長期休業期間のみの利用を希望す
る場合もこの期間中に提出してください。
◦提出先＝
▽新規利用申請＝子育て支援課および各支所市
民生活福祉係（黒木支所は生活福祉係）
▽継続利用申請＝現在利用中の学童保育所
◦入所申請に関する問い合わせ＝子育て支援課こ
ども保育係（☎２３・１３５１）

令和 5 年度学童保育所入所申込
受付および手続きの一部変更

（仮称）八女茶まちづくり条例（案）
への意見募集

　八女茶は、高級茶として全国的に認
知されていますが、近年の生活様式や
流通の変化により、取り巻く環境は非常
に厳しいものとなっています。
　八女茶の伝統文化と産業を守り、本市のさらな
る発展を目指すために、現在、議員提案による条
例の制定を進めています。
　下記の期間に条例の素案を公表しますので、案
に対する市民の皆さんのご意見をお寄せください。
◦閲覧および意見の募集期間＝令和 4年10月3
日㈪～10月31日㈪
◦条例（案）の閲覧場所＝八女市議会事務局（立
花庁舎）、農業振興課（本庁）および八女市議会
ホームページ内　
◦意見の提出方法＝住所、氏名、電話番号、条
例（案）への意見を明記し、次の①～⑤のいずれ
かの方法で提出してください。様式に定めはあり
ません。
①八女市議会ホームページ内の応募フォームから
②閲覧場所への持参
③郵送（〒 834 －8555 八女市立花町原島 95-1
八女市議会事務局あて）
④ＦＡＸ（O23・4929）
⑤電子メール＝yame_city_gikai@city.yame.lg.jp
◦問い合わせ＝八女市議会事務局（☎ 23・4922）



広報八女 2022.10.121

　

ご
み
減
量
化
を
推
進
し
循
環
型
社
会
の
構

築
を
目
指
す
た
め
、
家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み

を
堆
肥
化
す
る
、
生
ご
み
処
理
器
の
購
入
費

の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
（
下
表
参
照
）。

　

生
ご
み
処
理
器
の
人
気
は
年
々
高
ま
っ
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
家
庭
で
生
ご
み
の
減

量
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

生
ご
み
の
減
量
推
進
を
行
う
地
域
（
自
治

会
や
グ
ル
ー
プ
単
位
な
ど
）
に
対
し
、
コ
ン
ポ

ス
タ
ー
（
３
０
０
㍑
）
を
無
償
で
貸
与
し
て
い

ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
取
り
組
み
事
例
も
紹

介
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
貸
し
出
し
で
き
る
コ
ン
ポ
ス
タ
ー
は
、

数
に
限
り
が
有
り
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る

地
域
・
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
は
お
早
め
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
環
境
課（
☎
２
３・１
４
６
２
）

ま
た
は
各
支
所
担
当
係

※電気式生ごみ処理機は、購入した商品に対し助成金を支給します。
※生ごみ処理器の利用は臭いを伴います。設置に際しては周辺住民の迷
惑にならないよう配慮してください。

■個人購入にかかる補助金額

「生ごみ」減量に取り組もう！
生ごみ処理器でごみの量を減らし、循環型の生活へ

野菜を
育てる

生ごみが
出る

コンポスターで堆肥を作る

食べる

　

食
べ
残
し
、
売
れ
残
り
や
期
限

が
近
い
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
、

食
べ
ら
れ
る
の
に
捨
て
ら
れ
て
し
ま

う
「
食
品
ロ
ス
」。
日
本
の
食
品
ロ

ス
量
は
年
間
５
７
０
万
ト
ン
、
人
口

一
人
あ
た
り
に
す
る
と
約
45
㎏
。
毎

日
10
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
１
５
６
０
台
分

の
食
品
を
廃
棄
し
て
い
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
日
本
は
大
量
の
食
料
を

輸
入
し
て
い
る
の
に
そ
の
多
く
を
捨

て
て
い
る
現
実
が
あ
る
の
で
す
。

　

家
庭
で
の
食
品
ロ
ス
の
理
由
は
①

食
べ
残
し
57
％
、
②
傷
ん
で
い
た

23
％
、
③
期
限
切
れ
11
％（
賞
味

期
限
切
れ
６
％
、
消
費
期
限
切
れ

５
％
）で
す
。（
消
費
者
庁
／
平
成

29
年
徳
島
県
で
実
施
し
た
食
品
ロ

ス
削
減
に
関
す
る
実
証
事
業
の
結

果
よ
り
）

■
家
庭
で
の
取
り
組
み

▽
冷
蔵
庫
や
食
品
庫
の
食
材
を
確

認
す
る
（
買
い
物
前
に
家
に
あ
る

食
品
を
確
認
し
、
ま
だ
あ
る
食
材

を
買
う
無
駄
を
無
く
す
）

▽
利
用
予
定
と
照
ら
し
て
、
期
限

表
示
を
確
認
す
る（
買
い
物
の
際
は
、

陳
列
棚
の
奥
か
ら
で
は
な
く
、
す
ぐ

使
う
食
品
は
手
前
か
ら
と
る
）

▽
食
品
の
保
存
方
法
を
適
切
に（
食

品
は
正
し
い
方
法
で
保
存
し
、
期
限

内
に
食
べ
き
る
）

▽
野
菜
は
冷
凍
、
乾
燥
な
ど
の
下

処
理
を
し
て
ス
ト
ッ
ク
す
る
（
一
度

に
食
べ
き
れ
な
い
野
菜
は
、
冷
凍
や

乾
燥
の
下
処
理
を
し
小
分
け
保
存

し
て
食
材
を
長
持
ち
さ
せ
る
）

▽
食
べ
き
れ
る
量
を
作
る
（
家
族
の

予
定
や
体
調
・
健
康
な
ど
も
考
慮

し
て
調
理
し
食
品
ロ
ス
を
無
く
す
）

▽
作
り
す
ぎ
て
残
っ
た
料
理
は
リ
メ

イ
ク
レ
シ
ピ
な
ど
で
食
べ
き
る

■
外
食
時
・
宴
会
時
の
取
り
組
み

◦
外
食
時
の
取
り
組
み

▽
食
品
ロ
ス
削
減
に
積
極
的
に
取

り
組
む
店
を
選
ぶ
（
料
理
の
量
を

選
べ
る
、
食
べ
き
れ
な
い
分
を
持
ち

帰
れ
る
店
を
選
ぶ
）

◦
宴
会
時
の
取
り
組
み

▽
料
理
を
楽
し
む
味
わ
い
タ
イ
ム
を

設
け
る
（
乾
杯
後
、
席
を
立
た
ず

に
料
理
を
楽
し
む
時
間
を
作
る
）

▽
食
べ
き
り
タ
イ
ム
を
設
け
る
（
料

理
を
食
べ
き
る
た
め
に
、
終
了
前
に

も
う
一
度
「
食
べ
き
り
」
を
呼
び
か

け
る
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
（
☎
２
３・１
１
８
３
）

食
品
ロ
ス
を
な
く
そ
う　
　
（
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
）

食
品
ロ
ス
を
減
ら
す
た
め
に

で
き
る
こ
と
は
…

家
庭
で「
生
ご
み
減
量
」に
取
り
組
み
ま
せ
ん
か

（現品を市役所であっせん販売しています）種類 電気式生ごみ
処理機（※）

コンポスター EMバケツ

特徴 屋外・屋内設置型 畑据え付け型 バケツ型
助成
内容

購入価格の 2 分の1
上限 20,000 円 一律 4,000 円 1,560 円

個人
負担額

3,197 円（100ℓ）
4,591円（150ℓ）
10,771円（300ℓ）

870 円

申請に必要
なもの

領収書・保証書・
口座通帳（コピー可）

購入代金
（個人負担額）
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市
民
の
交
流
と
健
康
増
進
、
体

力
向
上
の
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ

ン
ト
で
す
。
学
校
・
職
場
・
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
の
ほ
か
、
友
達
・
家
族

な
ど
楽
し
い
メ
ン
バ
ー
で
気
軽
に

参
加
く
だ
さ
い
。
各
区
間
タ
イ
ム

計
測
を
行
い
、
参
加
チ
ー
ム
に
は

参
加
賞
も
あ
り
ま
す
。

◦
日
時
・
場
所
＝
12
月
18
日
㈰
９
時

30
分
ス
タ
ー
ト
（
小
雨
決
行
）、
八

女
市
立
花
体
育
館
周
辺

◦
コ
ー
ス
・
競
技
種
目

【
1.5
㌔
コ
ー
ス
×
５
区
間
】
小
学
生

男
子
・
女
子
、
中
・
高
生
女
子
、
一

般
男
子
・
女
子
、
オ
ー
プ
ン

【
2.4
㌔
コ
ー
ス
×
５
区
間
】
中
・
高
生

男
子
、
一
般
男
子
、
オ
ー
プ
ン

※
オ
ー
プ
ン
＝
フ
ァ
ミ
リ
ー
な
ど

チ
ー
ム
づ
く
り
は
自
由
で
す
。

【
1.5
㌔
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
】

出
場
で
き
な
か
っ
た
予
備
走
者

参
加
チ
ー
ム
募
集

◦
資
格
＝
５
人
以
上
の
走
者
、
監
督

者
に
よ
る
チ
ー
ム

※
1.5
㌔
コ
ー
ス
の
小
学
生
男
子
・
女

子
は
、
八
女
市
・
筑
後
市
・
広
川
町

の
参
加
チ
ー
ム
に
限
る
。

◦
参
加
料
＝
▽
１
チ
ー
ム
１
０
０
０

円
（
小
・
中
・
高
生
）
▽
１
チ
ー
ム

２
０
０
０
円
（
一
般
・
オ
ー
プ
ン
）

※
代
表
者
説
明
会
時
に
納
入

◦
申
込
方
法
＝
最
寄
り
の
公
共
施
設

ま
た
は
八
女
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
取
り
寄
せ
、
添
付
の

申
込
書
を
八
女
市
総
合
体
育
館
ま

た
は
立
花
支
所
ま
ち
づ
く
り
推
進
係

へ
提
出
（
郵
送
・
メ
ー
ル
可
）
く
だ

さ
い
。

◦
申
込
締
切
＝
11
月
18
日
㈮
必
着

※
先
着
80
チ
ー
ム
ま
で

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
駅
伝
大
会

実
行
委
員
会
事
務
局
（
立
花
支
所

ま
ち
づ
く
り
推
進
係
）
☎
２
３
・
５

１
４
２

　  八女市駅伝大会
　  出場チーム募集！
第13回

応援旗のデザインコンテストを行
います。参加申し込みと同時受付。
表彰あり。

チーム応援旗
コンテストを行います！

八女市健康
ポイント
事業対象

パンフレットの取り寄せ
などはこちらから

　第61回八女市民体育大会を次のとおり開催します。
なお、総合開会式は行いません。開催競技、日時（初
日のみ記載）、大会会場は次のとおり。
▽柔道＝10月9日㈰、八女市総合体育館
▽剣道＝10月10日㈷、八女市立花体育館
▽弓道＝10月9日㈰、八女市弓道場
▽野球＝10月10日㈷、岡山球場
▽バレーボール（ママさんバレー）＝
　10月30日㈰、八女市総合体育館
▽バスケットボール＝10月16日㈰、八女市総合体育館
▽サッカー＝9月24日㈯、グリーンフィールド八女
▽ソフトボール＝10月16日㈰、桜公園運動広場
▽バドミントン＝ 10 月 23 日㈰、八女市総合体育館
▽少林寺拳法＝10月9日㈰、少林寺拳法八女支部道場
▽硬式テニス（ダブルス）＝10月9日㈰、八女市庭球場
▽グラウンドゴルフ＝11月17日㈭、グリーンフィールド八女
▽卓球＝ 10 月 9 日㈰、八女市総合体育館
◦問い合わせ＝八女市総合体育館（☎ 24・1230）

第61回八女市民体育大会を開催

◦日程＝11月23日㈷
◦会場＝八女上陽ゴルフ倶楽部
◦募集人員＝ 200 人（50 組）
◦参加資格＝特になし
◦プレー費＝キャディ・食事券付＝13,500 円、
セルフ・食事券付＝12,000 円
◦参加費＝ 2,000 円（当日、現金で徴収します）
◦申込方法＝10 月 31日㈪までに八女上陽ゴ
ルフ倶楽部へ申し込みください。
◦申込書配布場所＝八女市総合体育館（八女
市 HP からダウンロードできます）
　大会の収益金は八女市民がスポーツの全国
大会等に出場する際に激励費として交付してい
ます。八女市のスポーツ振興にご協力をお願
いします。
◦主催＝八女市体育協会
◦問い合わせ＝八女市総合体育館（☎ 24・
1230）

第14回スポーツ振興
市民ゴルフ大会

八女市健康
ポイント
事業対象

㈱アグリス杯㈱アグリス杯

前回表彰作品
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　「いわいの郷」人気体験メニューが楽し
めます。（事前申し込み不要）
◦期日＝ 10 月 8 日㈯・9 日㈰・10 日㈷
◦時間＝10時～12時15分、13時30分～15時45分
◦体験メニュー＝日替わりで実施【勾玉づくり（200
円）、はにわ面（200 円）、銅鏡づくり（800 円）・弓
矢体験（100 円／雨天中止）】
◦対象＝どなたでも（小学 3 年以下は保護者同伴）

「いわいの郷」歴史講座

八女市岩戸山歴史文化交流館

「いわいの郷」

「いわいの郷」体験イベント

■古代の絵の具をつくろう
　岩戸山古墳の石人・石盾などには、赤や
緑の色が塗られた跡があります。古代の絵
の具づくりに挑戦し、石板に絵を描いてみませんか。
◦日時＝10 月15日㈯ 10 時～12 時　
◦対象者＝小学生以上（小学 3 年以下は保護者同伴）
◦定員＝15 人（要事前申込・先着順）
◦参加費＝800 円
■ぷっくりキラキラ！装飾古墳のキーホルダー作り
　八女には石室に文様が描かれた装飾古墳がありま
す。プラバンを「ぷっくりキラキラ」に加工し
た、装飾文様デザインのキーホルダーを作
ります。
◦日時＝10月30日㈰①10時～12時②14時～16 時
◦講師＝キナッコさん（お魚と古墳のプラバン屋さん）
◦対象者＝①小学生～中学生（小学 3 年以下は保
護者同伴）、②高校生以上
◦定員＝各回12 人（要事前申込・先着順）
◦参加費＝600 円
※体験イベントの受け付けは、10 月１日㈯から実施。

◦申込・問い合わせ＝岩戸山歴史文化交流館「いわい
の郷」（☎ 24・3200 ／N24・3210）月曜休館 
※掲載のイベントについては、新型コロナウイルス感
染拡大状況により、中止や延期となる場合があります。

秋の古代体験まつり

古墳の埋葬施設からみた磐井の乱の前と後
　古代最大の内戦「磐井の乱」をきっか
けに何が変わり、何が変わらなかったの
か。乱前後の古墳にみえる石屋形・石棚などの特
殊な石室構造や、描かれた装飾などから乱前後の
様相と筑紫君の動向を読み解きます。
◦講師＝吉村靖徳さん ( 九州歴史資料館副館長 )
◦日時＝ 10 月 22 日㈯ 13 時 30 分～ 15 時
◦定員＝ 40 人（先着順・要申込）
◦受付開始日＝ 10 月１日㈯ 　大淵の棚田ですくすく育ったお米の収穫

の時期がやってきます！毎日食べるお米。自
分の手で収穫する喜びを体験してみません
か。お昼ご飯には、炊きたての新米で『おにぎらず』
を作ります♪
◦日時＝10月23日㈰ 9時30分～14時30分（小雨決行）
◦集合場所＝げんき館おおぶち
◦参加費＝1 人 1,000 円（昼食代、保険料込み）
◦持ち物＝汚れてもいい服、着替え、長靴、帽子、軍手、
タオル、水筒、エプロン、雨具
◦申込方法＝電話かメールで「参加者氏名・連絡先

（電話番号）」を添えて申し込みください。( ☎ 24・
8217／Qgenkikanoobuchi@gmail.com)
※新米購入希望の場合は事前予約が必要です。１㎏
あたり350 円で販売します。

秋の稲刈り体験＆新米でおにぎらず

　 九 州 地 区 の ベ ン
チャーズ愛好家による
野外ライブです。
　おいしい食事コー
ナーや地元農家特産
の新鮮野菜の販売、ク
イズコーナー、抽選会
など楽しいイベントが盛りだくさんです。
皆さんの来場をお待ちしております。
◦日時＝10月9日㈰ 9 時～17 時
◦場所＝夢たちばなビレッジ（八女市立花町白木 3720）
◦入場料＝ 2,000 円（1ドリンク付き）※小学生以下
無料
◦問い合わせ＝夢たちばなビレッジ（☎ 35・0022）
※コロナウイルス感染拡大防止対策を十分に行っ
た上で開催します。
※来場の際はマスク着用・手指消毒等の感染症対
策に協力をお願いします。

ベンチャーズ
サウンドフェスティバル 2022
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あなたにもできる！
「いつも」と「もしも」の
くらし安心術

◦講師＝
「歌う防災士しほママ」 柳

やなぎはら

原 志
し ほ

保さん
（熊本県防災会議委員、男女共同参画・人権アドバイザー）
東日本大震災、熊本地震、熊本豪雨と３度の大災害を経
験。復興ソング「花は咲く」の歌声と共に伝える講演は
心に響くと口コミで広がり、全国 600 か所 4 万人以上
が参加。KBC、NHK などメディア出演も多数。

◦日時＝10月22日㈯
　　　　13：30～（13時開場）
◦場所＝おりなす八女 ハーモニーホール
　※新庁舎建設工事中のため、駐車場は清水町
　駐車場・大正町駐車場をご利用ください。

◦参加費＝無料
◦託児＝あり（要予約）
　（10月6日㈭までに予約してください）

◦手話通訳・要約筆記あり
◦問い合わせ・託児申し込み＝
八女市人権・同和政策・男女共同参画推進課

（☎23・1314／O22・2186／
　Qdsuishinkakari@city.yame.lg.jp）

主催／八女市男女共同参画推進ネットワーク実行委員会・八女市

　人口の半分は女性であり、女性の視点を反映することは地域の防
災力向上につながります。
　防災・減災、災害に強い社会の実現には、女性が防災の意思決定
過程や現場に主体的に参画し、女性と男性が災害から受ける影響の
違いなどに十分に配慮された災害対応が行われることが必要です。
　■女性が地域防災の担い手として活躍できるように
　　・防災、災害復興の分野への女性の参画を進めましょう
　　・防災訓練や学習会等を開催しましょう
　　・男女がともに参画するまちづくりに努めましょう

「防災は行政・役員・男性がやってくれる」そう思っていませんか？
３度の大災害を経験したママから、クイズや体操、ものづくり、歌を
通して、「いつも」と「もしも」に役立つ術を学びましょう。

あなたにできることがきっと見つかる、
安心につながる体験型講座です。

男女共同参画推進講演会

242022.10.1  広報八女
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お知らせ
　掲載している催し等は、新型コロナウイルス
感染症の感染拡大防止のため、延期・中止にな
ることも想定されます。市の催しについては八
女市ホームページで確認、そのほかについては
お問い合わせください。催しへの来訪の際はマ
スクの着用や検温にご協力ください。

懐
か
し
の
コ
ミ
ッ
ク
や

文
庫
本
な
ど
を
販
売
。

収
益
金
は
八
女
市
立
図
書
館
の

読
書
啓
発
事
業
に
役
立
て
ま
す
。

◦
日
時
＝
10
月
29
日
㈯
13
時
～

16
時

◦
会
場
＝
八
女
文
化
会
館　

◦
問
い
合
わ
せ
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま

な
び
っ
と
八
媛
（
八
女
市
立
図
書

館
内
／
☎
２
２・２
５
０
４
）

申
し
込
み
後
、
整
理
券

を
配
布
し
ま
す
。
入
場

無
料
。
託
児
無
料
。

◦
講
演
＝
「
荒
れ
野
を
緑
の
大
地

に
～
中
村
哲
さ
ん
が
遺
し
た
も
の

～
」
／
藤
田
千
代
子
さ
ん
（
Ｐ
Ｍ

Ｓ
支
援
室
長
）

◦
日
時
＝
10
月
7
日
㈮
18
時
10
分

～
19
時
40
分（
受
付
17
時
10
分
～
）

◦
申
込
締
切
＝
10
月
3
日
㈪

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市

人
権・同
和
教
育
研
究
協
議
会（
☎

＆
O
２
４
・
０
１
０
７
）

八
女
福
島
仏
壇
仏
具

協
同
組
合
に
よ
り
、
新

作
仏
壇
や
店
舗
自
慢
の
仏
壇
の

お
披
露
目
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

期
間
中
の
土
・
日
曜
日
に
は
組
合

員
が
仏
壇
仏
具
の
相
談
に
応
じ
ま

す
。
入
場
無
料
。

◦
日
時
＝
10
月
23
日
㈰
～
11
月
6

日
㈰
9
時
～
17
時
※
月
曜
休
館

◦
会
場
＝
八
女
伝
統
工
芸
館

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
福
島
仏
壇

仏
具
協
同
組
合
（
☎
２
４
・
３
９

４
１
）

各
家
庭
で
役
目
を
終

え
た
仏
壇
・
仏
具
を
供

養
し
処
分
し
ま
す
。
な
お
、
原
則

持
ち
込
み
で
、
事
前
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。（
引
き
取
り
が
必
要

な
場
合
は
、
別
途
引
取
料
が
発
生

し
ま
す
）

◦
日
時
＝
10
月
27
日
㈭
10
時
～

◦
場
所
＝
八
女
伝
統
工
芸
館
敷
地

内 

八
女
福
島
仏
壇
元
祖
之
碑
前

※
雨
天
時
八
女
伝
統
工
芸
館
内

◦
供
養
料
＝
①
仏
壇
１
万
円
～
②

仏
具
・
小
物
5
千
円
～

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
福
島
仏
壇

仏
具
協
同
組
合
（
☎
２
４
・
３
９

４
１
）

八
女
手
す
き
和
紙
を

使
っ
て
、
唐
子
絵(

中

国
風
の
衣
装
や
髪
形
を
し
た
子

ど
も
た
ち
の
絵)

を
モ
チ
ー
フ
に
、

祭
事
や
四
季
折
々
の
中
で
遊
ぶ
子

ど
も
た
ち
の
可
愛
い
姿
を
描
い
た

墨
絵
の
作
品
展
で
す
。
約
30
点
を

展
示
し
、
販
売
・
実
演
も
行
い
ま

す
。
入
場
無
料
。　

◦
日
時
＝
10
月
22
日
㈯
～
11
月

13
日
㈰
９
時
～
17
時
（
最
終
日

は
15
時
ま
で
）
月
曜
休
館

◦
実
演
日
＝
10
月
23
日・
30
日
、

11
月
６
日
の
各
日
曜
日
（
13
時

～
16
時
）

◦
会
場
＝
八
女
伝
統
工
芸
館

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
館
（
☎
２
２・

３
１
３
１
）参

加
無
料
。
専
門
家
に

よ
る
基
調
講
演
、
相
談

会
な
ど
。

◦
日
時
＝
10
月
23
日
㈰
13
時
～

16
時

◦
開
催
場
所
＝
お
り
な
す
八
女

◦
演
題
＝
「
ど
う
し
よ
う
！
空
き

家
～
実
家
を
空
き
家
に
し
な
い
た

め
に
～
」

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
（
一
社
）

住
教
育
推
進
機
構
（
☎
０
５
０
・

３
７
０
７
・
３
３
９
３
）

第
３
回
定
期
募
集
の
受

け
付
け
を
10
月
11
日
か

ら
31
日
ま
で
実
施
し
ま
す
。
募

集
案
内（
申
込
書
）は
、10
月
11

日
か
ら
、本
庁
・
各
支
所
担
当

係
で
配
布
し
ま
す
。
応
募
者
数

が
募
集
戸
数
を
超
え
る
場
合
は

抽
選（
公
開
抽
選
会
）と
な
り
ま

す
。詳
細
は
、募
集
案
内
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
定
住
対
策
課

（
☎
２
３
・
２
５
７
７
）
ま
た
は

各
支
所
ま
ち
づ
く
り
推
進
係

◦
募
集
対
象
者
＝
八
女

市
内
に
住
所
を
有
す
る

中
学
３
年
生
お
よ
び
義
務
教
育

学
校
９
年
生
で
経
済
的
理
由
に
よ

り
就
学
が
困
難
な
世
帯

◦
募
集
人
員
＝
50
人

◦
給
付
金
額
＝
月
額
８
０
０
０
円

◦
給
付
期
間
＝
高
校
３
年
間

◦
募
集
期
限
＝
10
月
31
日
㈪

◦
問
い
合
わ
せ
＝
学
校
教
育
課
総

務
係
（
☎
２
３
・
１
９
５
４
）

郷
土
に
伝
わ
る
昔
話

を
楽
し
む
お
は
な
し
会

「
八
女
ん
は
な
し
ば
き
い
て
い
か
ん

の
」
に
出
演
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◦
募
集
期
間
＝
10
月
１
日
㈯
～

10
月
15
日
㈯

◦
募
集
人
数
＝
３
人
程
度

◦
お
は
な
し
会
日
時
＝
11
月
27
日

㈰
14
時
～

◦
会
場
＝
八
女
市
立
図
書
館
本
館

◦
問
い
合
わ
せ
＝
ま
な
び
っ
と
八

媛
（
八
女
市
立
図
書
館
本
館
内

／
☎
２
２
・
２
５
０
４
）

◦
日
時
＝
10
月
23
日
㈰

受
付
９
時
30
分
、実
技

10
時
～
11
時
30
分

◦
対
象
者
＝
幼
稚
園
・
保
育
所
に

通
う
、年
長・年
中
児
親
子

◦
参
加
費
＝
無
料

◦
申
し
込
み
＝
八
女
市
総
合
体
育

館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）、
各

支
所
ま
ち
づ
く
り
推
進
係

も
よ
お
し

募
　
集

第
17
回
古
本
市

仏
壇
感
謝
供
養
祭

第
9
回
八
女
福
島
仏
壇
フ
ェ
ア

墨
で
描
く
唐
子
絵
展

住
生
活
月
間
セ
ミ
ナ
ー

人
権
の
ひ
ろ
ば
２
０
２
２

第
３
回
市
営
住
宅
入
居
者

令
和
5
年
度
八
女
市
奨
学
生

親
子
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ス
ポ
ー

ツ
in
八
女

郷
土
の
昔
話
お
は
な
し
会
出

演
者
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付
後
に
個
別
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市

観
光
協
会
八
女
福
島
支
部
（
☎

２
４
・
８
３
０
２
／
担
当
・
藤
吉
）

◦
期
間
＝
11
月
22
日
㈫
～
3
月

23
日
㈭
の
毎
週
火
・
木
曜
、
18

時
～
21
時
（
全
25
回
）

◦
会
場
＝
八
女
商
工
会
議
所

◦
受
講
料
＝
１
万
５
０
０
０
円

（
教
材
費
込
み
）

◦
定
員
＝
25
人
（
先
着
順
）

◦
申
込
締
切
＝
10
月
20
日
㈭

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝（
公
社
）

八
女
法
人
会（
☎
２
２・３
３
９
１
）

　

ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
家
原
野
麻
子

さ
ん
の
お
洒
落
雑
貨
教
室
。
レ
ジ

ン
制
作
の
工
程
を
学
び
オ
リ
ジ
ナ

ル
作
品
を
作
り
ま
す
。（
全
2
回
）

◦
日
時
＝
①
11
月
19
日
㈯
9
時

30
分
～
11
時
30
分
②
12
月
3
日

㈯
9
時
30
分
～
11
時
30
分

◦
場
所
＝
八
女
市
東
公
民
館
（
山

内
３
８
９
番
地
５
）

◦
対
象
＝
八
女
市
在
住
ま
た
は
勤

務
す
る
成
人
（
20
人
）

◦
材
料
費
＝
２
５
０
０
円（
合
計
）

◦
申
込
締
切
＝
10
月
15
日
㈯
※

申
し
込
み
多
数
の
場
合
抽
選

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市

て
は
、
弁
護
士
相
談
を
行
い
ま
す
。

※
無
料
・
予
約
優
先
・
秘
密
厳
守

◦
日
時
＝
10
月
18
日
㈫
14
時
～

19
時
（
受
付
は
18
時
30
分
ま
で
）、

弁
護
士
相
談
16
時
～
18
時
（
受

付
は
17
時
30
分
ま
で
）

◦
場
所
＝
八
女
市
総
合
体
育
館
別
館

◦
予
約
・
問
い
合
わ
せ
＝
筑
後
・

八
女
地
区
雇
用
問
題
協
議
会
事

務
局
（
八
女
市
企
業
誘
致
課
／

☎
２
３
・
１
１
５
３
）

　

福
岡
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
、

行
政
書
士
会
、
司
法
書
士
会
、
宅

地
建
物
取
引
業
協
会
合
同
の
無
料

相
談
会
を
行
い
ま
す
。
予
約
不
要
。

◦
日
時
＝
10
月
8
日
㈯
10
時
～

16
時

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女

◦
相
談
内
容
＝
境
界
問
題
、土
地・

建
物
の
登
記
手
続
き
、
建
設
業
許

可
、農
地
転
用
、会
社
設
立
、相
続
、

成
年
後
見
、
空
き
家
問
題
な
ど

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
土
地
家

屋
調
査
士
会
八
女
支
部
（
☎
０
９

０・２
５
０
３・３
２
９
５
／
担
当・

宮
崎
）

　

職
場
や
地
域
で
活
躍
し
た
い
皆

東
公
民
館
（
☎
２
３
・
５
２
７
６
）

日
曜
祝
日
を
除
く
9
時
～
17
時

　

筑
後
市
教
育
委
員
会
で
は
、

古
川
小
学
校
に
言
語
通
級
指
導

教
室
「
こ
と
ば
の
教
室
」
を
設
置

し
て
い
ま
す
。
こ
と
ば
の
教
室
は
、

週
１
回
、
言
葉
に
関
す
る
個
別
指

導
を
行
う
教
室
で
す
。
子
ど
も
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
指
導
を
行
い
、

言
葉
や
聞
こ
え
か
ら
く
る
困
難
さ

を
少
し
で
も
軽
減
し
、
の
び
の
び

と
小
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

◦
対
象
者
＝
八
女
市
内
小
学
校
の

通
常
学
級
に
在
籍
し
て
い
る
児
童

お
よ
び
来
年
度
入
学
予
定
児
童

◦
申
込
期
間
＝
10
月
14
日
㈮
ま
で

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
教
育
委

員
会
（
☎
２
３
・
１
９
５
４
）

　

解
雇
や
賃
金
未
払
い
、
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
る
休
業
手
当

の
支
払
い
な
ど
、
労
働
問
題
に
関

す
る
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
労

働
者
と
使
用
者
、
ど
ち
ら
の
相
談

に
も
応
じ
ま
す
。相
談
内
容
に
よ
っ

育
所
、
子
育
て
支
援
施
設
、
イ
ベ

ン
ト
な
ど
で
、人
形
劇
を
中
心
に
、

ペ
ー
プ
サ
ー
ト
、
パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
、
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
、
大

型
紙
芝
居
・
絵
本
、
手
あ
そ
び
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◦
場
所
＝
八
女
市
立
図
書
館

◦
日
時
＝
隔
週
木
曜
日
10
時
～

（
月
２
～
３
回
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
立
図
書

館
（
☎
２
２
・
２
５
０
４
）

　

お
客
様
と
「
八
女
福
島
」
の
魅

力
を
見
つ
け
な
が
ら
巡
る
、
観
光

案
内
の
基
礎
を
楽
し
く
学
び
ま

す
。
希
望
者
に
は
後
日
意
思
確
認

面
談
等
を
実
施
し
ま
す
。

◦
募
集
開
始
日
＝
10
月
3
日
㈪

～
11
月
8
日
㈫

◦
募
集
人
数
＝
5
人
程
度
（
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

◦
受
講
料
＝
無
料

◦
応
募
条
件
＝
①「
八
女
福
島
」

の
町
や
伝
統
工
芸
に
関
心
が
あ

り
、
案
内
人
に
な
り
た
い
意
思
が

あ
る
人
②
他
の
有
料
案
内
団
体

に
所
属
し
て
い
な
い
こ
と

◦
意
思
確
認
面
談
お
よ
び
実
施
要

領
説
明
会
＝
11
月
10
日
㈭
、
八
女

商
工
会
議
所
で
実
施
（
時
間
は
受

　

み
や
ま
市
に
あ
る
清
水
山
山
道

を
登
り
ま
す
。
み
ん
な
で
楽
し
く

紅
葉
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
フ
ァ

ミ
リ
ー
で
の
参
加
大
歓
迎
で
す
。

◦
日
時
＝
11
月
13
日
㈰
９
時
集

合
（
９
時
半
出
発
）

◦
集
合
場
所
＝
清
水
山
（
清
水
山

荘
前
駐
車
場
集
合
）

◦
対
象
＝
小
学
生
以
上
の
健
康
な
人

◦
参
加
費
＝
高
校
生
以
上
５
０
０

円
、
小
・
中
学
生
３
０
０
円

※
弁
当
、保
険
代
等
含
む

◦
申
込
方
法
＝
10
月
１
日
㈯
か
ら

八
女
市
総
合
体
育
館
で
受
け
付

け
。
参
加
費
を
現
金
で
持
参
く
だ

さ
い
。（
先
着
30
人
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
総
合
体

育
館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

◦
日
時
＝
10
月
14
日
㈮
17
時
30

分
～
18
時
30
分

◦
場
所
＝
八
女
市
総
合
体
育
館

◦
対
象
＝
小
学
生

◦
参
加
費
＝
一
般
６
０
０
円
・
会

員
無
料

◦
問
い
合
わ
せ
＝
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
ク

ラ
ブ
（
☎
２
４
・
１
３
４
０
）

　

小
学
校
、
学
童
保
育
所
、
保

八
女
市
観
光
案
内
人
養
成
講
座

高
齢
者
の
た
め
の
し
ご
と
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
合
同
説
明
会

相
　
談

一
　
般

こ
と
ば
や
聞
こ
え
が
気
に
な
る

子
ど
も
の
た
め
に

東
公
民
館
講
座

「
レ
ジ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

筑
後
・
八
女
・
広
川
地
区
労
働

相
談
会

簿
記
2
級
（
商
業
簿
記
）

「
法
の
日
」
無
料
相
談
会

教
室
・
講
座

八
女
市
立
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
な
か
よ
し
文
庫
」
会
員

八
女
市
民
山
登
り（
清
水
山
）

サ
ウ
ス
ク
ラ
ブ
短
期
子
ど
も

体
操
教
室
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さ
ん
を
後
押
し
。
企
業
の
担
当
者

か
ら
直
接
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。（
参
加
無
料
・
要
事
前
申

し
込
み
・
履
歴
書
不
要
）

◦
対
象
＝
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
人

◦
日
時
＝
10
月
25
日
㈫ 

▽
１
回

目 

11
時
30
分
～
12
時
50
分 
▽
２

回
目 

13
時
40
分
～
15
時

◦
定
員
＝
各
回
40
人

◦
場
所
＝
久
留
米
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

（
久
留
米
市
六
ツ
門
町
８
ー
１
）

◦
参
加
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
福

岡
県
生
涯
現
役
チ
ャ
レ
ン
ジ
セ
ン

タ
ー
久
留
米
オ
フ
ィ
ス
（
☎
０
９

４
２
・
３
６
・
８
３
５
５
）

　

新
た
に
農
業
を
始
め
た
い
と

考
え
て
い
る
人
や
農
業
研
修
を

体
験
し
た
い
人
、
農
業
に
興
味

が
あ
る
人
を
対
象
に
開
催
し
ま

す
。
汚
れ
て
も
よ
い
動
き
や
す

い
服
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

（
筆
記
用
具
、
作
業
着
、
長
靴
、

雨
具
等
を
ご
準
備
く
だ
さ
い
）

◦
日
時
＝
11
月
6
日
㈰
9
時
30

分
～
15
時
（
終
了
予
定
）

◦
集
合
場
所
＝
Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か

八
女
本
店
別
館
前
駐
車
場
（
八

女
市
本
村
４
２
２
）

◦
体
験
内
容
＝
▽
就
農
支
援
セ

ン
タ
ー
施
設
の
見
学
お
よ
び
農
作

業
体
験
▽
施
設
で
の
研
修
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
等
に
つ
い
て
▽
管
内
市

町
（
八
女
市
・
筑
後
市
・
広
川
町
）

の
就
農
支
援
に
つ
い
て

◦
募
集
人
員
＝
10
人
程
度

◦
参
加
費
＝
無
料
（
昼
食
は
自

己
負
担
。
お
弁
当
持
参
も
可
）

◦
申
込
期
限
＝
11
月
２
日
㈬

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
Ｊ
Ａ

ふ
く
お
か
八
女
農
業
振
興
課（
☎

２
３
・
１
３
７
８
／
担
当
・
松
延
）

　

八
女
地
域
で
就
農
を
考
え
て
い

る
人
を
対
象
に
「
就
農
相
談
会
」

な
ら
び
に
、
Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か
八
女

農
業
研
修
施
設
「
就
農
支
援
セ

ン
タ
ー
入
所
希
望
者
説
明
会
」
を

開
催
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
10
月
16
日
㈰
10
時
～

◦
場
所
＝
Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か
八
女
本

店
別
館
（
八
女
市
本
村
４
２
２
）

◦
内
容
＝
①
就
農
ま
で
の
ス
テ
ッ

プ
に
つ
い
て 

②
新
規
就
農
者
育

成
総
合
対
策
に
つ
い
て 

③
就
農

支
援
セ
ン
タ
ー
で
の
農
業
研
修
に

つ
い
て 

④
個
別
相
談 

⑤
就
農
支

援
セ
ン
タ
ー
見
学（
希
望
者
の
み
）

◦
申
込
期
限
＝
10
月
12
日
㈬

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
Ｊ
Ａ
ふ

く
お
か
八
女
農
業
振
興
課
（
☎
２

３
・
１
３
７
８
／
担
当
・
松
延
）

　

が
ん
な
ど
の
病
を
抱
え
た
患
者

や
そ
の
家
族
が
最
期
ま
で
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
場
所

「
メ
デ
ィ
カ
ル
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
」
を
地

域
に
創
り
出
す
た
め
の
全
国
学

会
を
開
催
し
ま
す
。
当
日
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
ラ
イ
ブ
配
信
を
行
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
10
月
29
日
㈯
13
時
15

分
～
16
時

◦
視
聴
方
法
＝
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ「
み

ど
り
の
杜
病
院
チ
ャ
ン
ネ
ル
」か

ら
視
聴
で
き
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
み
ど
り
の
杜
病

院
（
☎
２
３
・
０
０
０
２
）

▽
山
の
井
用
水
路
＝
10
月
15
日

㈯
～
10
月
31
日
㈪

▽
中
の
井
用
水
路
＝
10
月
16
日

㈰
～
10
月
30
日
㈰

◦
問
い
合
わ
せ
＝
第
一
整
備
室（
☎

２
３
・
１
１
１
９
）

　新型コロナウイルス感染症の拡大
とともに、救急車の出動件数、搬送
人員数も増加傾向となっており、救
急搬送困難事案も増加しています。
　しかし、救急車で搬送された人の
中には、入院が必要でない軽傷者も
多くみられます。救急車も救急医療
も限りある資源です。救急車が本当
に緊急性のあるところに、すぐに駆け
つけられるよう、みんなで上手に利
用し、救急医療を安心して利用する
ことのできる社会を目指しましょう。
　皆さんのご理解とご協力をよろし
くお願いします。
※救急車の適正な利用とは、救急車
を利用しないでくださいという意味で
はありません。重篤な症状など救急
車が本当に必要だと判断した場合に
は、ためらわず救急車を要請してく
ださい。

八女消防本部（☎ 24・1119）
救急車を上手に利用しましょう

Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か
八
女 

農
業
体
験
会（
施
設
見
学
会
）

就
農
相
談
会
・
就
農
支
援
セ
ン

タ
ー
入
所
希
望
者
説
明
会

秋
季
停
水
の
お
知
ら
せ

各種学校学生等募集案内

■柳川山門医師会看護高等専修学校
◦募集科＝准看護科
◦問い合わせ＝同校

（☎ 0944・72・8086）

■大牟田医師会看護専門学校
◦募集科＝准看護科・看護科（夜間
定時制）
◦問い合わせ＝同校

（☎ 0944・52・7698）

■久留米地域職業訓練センター
◦募集コース＝①Auto-CAD入門土
曜コース、②ワード＆エクセル入門、
③建設業計理士 2 級対策
◦問い合わせ＝同センター

（☎ 0942・44・5201）

日
本
メ
デ
ィ
カ
ル
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

学
会
in
八
女



　
９
月
４
日
、
嘉
麻
市
の
福
岡
県
消
防
学
校
に
お
い
て
第
26
回

福
岡
県
消
防
操
法
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
７
月
31
日
の
福

岡
県
消
防
協
会
八
女
支
部
消
防
操
法
大
会
を
勝
ち
抜
い
た
、
第

３
分
団
（
上
妻
）
が
ポ
ン
プ
車
の
部
で
、
第
７
分
団
（
川
崎
）

が
小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
出
場
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
無
観
客
で

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
第
７
分
団
が
３
位
、
第
３
分
団
が

７
位
と
い
う
優
秀
な
成
績
を
収
め
ら
れ
ま
し
た
。
▼
こ
の
大
会

を
迎
え
る
ま
で
の
間
、
選
手
、
選
手
を
支
え
る
団
員
の
皆
さ
ま
、

そ
の
ご
家
族
や
指
導
等
に
あ
た
ら
れ
た
関
係
者
の
皆
さ
ま
の
ご

支
援
と
ご
協
力
に
よ
り
、
お
仕
事
を
終
え
ら
れ
た
後
、
日
々
厳

し
い
訓
練
に
励
ま
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
私
も
大
会
前
に
訓
練

の
様
子
を
見
学
し
、
き
び
き
び
と
し
た
勇
ま
し
い
姿
に
、
日
頃

か
ら
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
消
防
団
の
活
動
に
頼
も
し
さ

を
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。
▼
消
防
団
は
、
地
域
防
災
の
中
核
と

し
て
火
災
発
生
時
の
消
火
活
動
や
災
害
発
生
時
の
救
助
活
動
な

ど
、
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
最
近
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
も
あ
り
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
希
薄
化
な
ど
が
社
会
問
題
と

な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
中
で
、
自
分
た
ち
の
地

域
は
自
分
た
ち
で
守
る
と
い
う

消
防
団
の
活
動
は
、
今
後
ま
す

ま
す
重
要
に
な
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
今
後
も
地
域
を
守
る
消
防

団
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
お
り

ま
す
。

地域を守る
消防団

市市長長ココララムム92

福岡県消防操法大会の様子

あなたの投稿が広報紙に！？あなたの投稿が広報紙に！？
ハッシュタグ八女ハッシュタグ八女
「新コーナー」「新コーナー」

10月の「お題」10月の「お題」

＃
＃八女っぽい＃八女っぽい

　毎月テーマを変えてI
イ ン ス タ グ ラ ム

nstagram上で八女の魅力
を集めます。
　ご自身のInstagramアカウントで「＃夏八女」
「＃ハッシュタグ八女」と付けて、ぜひ投稿をお願
いします。素敵な投稿は、広報八女や公式SNSで
ご紹介させていただく場合があります。

「＃夏八女」は３６件（９月１５日時点）の投稿をいただきました。
ありがとうございました。今後も素敵な投稿をお願いします。

橋本 英
えい

真
しん

ちゃん

R3年10月14日生（鵜池）

お誕生日おめでとう♡沢山
食べて沢山遊んで元気に
大きく育ってね！

産まれてくれてありが
とう♡
すくすく育ってね。

親族一同のアイドル♥
正直でコミュ力高い子
に育ってね★

1才のお誕生日おめでとう
♡りんちゃんの笑顔が大好
きです！元気に育ってね！

佐々木 涼
りょう

輔
すけ

ちゃん松尾 淳
じゅん

平
ぺい

ちゃん

松﨑 大
たい

幸
こう

ちゃん

R3年10月6日生（岩崎）R3年10月5日生（黒木町北木屋）

R3年10月12日生（立花町北山）
笠 綸

りん

華
か

ちゃん

R3年10月12日生（本町）

平島 湊
みな

斗
と

ちゃん 冨安 香
か

帆
ほ

ちゃん

R3年10月15日生（馬場） R3年10月18日生（吉田）

車が大好きで元気いっ
ぱいの涼ちゃん。一歳
おめでとう !大好き♡

1歳のお誕生日おめで
とう！康生お兄ちゃん
と仲良く遊んでね。

大幸君一歳おめでとう !!
お兄ちゃんお姉ちゃんと
仲良く元気に育ってね。

大食いで癒やし系のしゅ
んちゃん♡元気で大きく
なってね！だいすき！

1歳おめでとう！いつも
笑顔ですくすく育ってね
♡大好きだよ♡

玲ちゃん1歳おめでと
う♡りょうの笑顔がパ
パとママの幸せです♡

お誕生日おめでとう！
お姉ちゃんと仲良く元
気に育ってね♡

1歳おめでとう！これから
も姉妹で元気にスクスク
育ってね♪大好き♡

１歳おめでとう !! いつ
もニコニコ笑顔の裕晴
♡大好きだよ♡

産まれて来てくれて有難
う。何事もなく大きく元気
に育ってね♡大好きだよ♡

祝１歳♡沢山の色んな事
を学んで大きくなって
ね !!

祝１歳♡いつも元気いっ
ぱいの達葵くん！たくさ
んの幸せをありがとう。

お誕生日おめでとう！
これからも皆を笑顔に
たくさん笑わせてね！

1歳おめでとう☆これ
からも可愛い笑顔をた
くさん見せてね！

祝♡１歳♡お姉ちゃんお
兄ちゃんと 4人仲良く、
すくすく大きくなーれ♡

川嶋 ひかりちゃん

中園 裕
ゆう

晴
せい

ちゃん 齊藤 舞
ふうが

ちゃん 大津 恒
こう

太
た

ちゃん

大塚 達
たつ

葵
き

ちゃん安達 珠
み

涼
すず

ちゃん山田 煌
こう

ちゃん 江口 絢
あ

子
こ

ちゃん

山田 隼
しゅん

也
や

ちゃん

福永 紘
ひろ

ちゃん川﨑 玲
りょう

ちゃん松尾 杏
あん

里
り

ちゃん

R3年10月８日生（立花町山崎）

R3年10月21日生（本町） R3年10月30日生（馬場） R3年10月30日生（本村）

R3年10月7日生（宅間田）R3年10月5日生（馬場）R3年10月3日生（宅間田） R3年10月7日生（馬場）

R3年10月14日生（宅間田）

R3年10月14日生（稲富）R3年10月11日生（吉田）R3年10月11日生（室岡）

おたんじょうびおめでとう

ゆあちゃん、大スキだ
よ♡生まれてきてくれ
てありがとう !!

山下 ゆあちゃん

R3年10月9日生（上陽町北川内）

満１歳のお子さまの写真
を募集しています（ただ
し、市内に住民登録があ
るか実際に住んでいる
人に限る）。氏名・生年
月日・住所・簡単なコメ
ント（30字以内）・電話
番号を添えて、誕生日
前月の7日までに直接お
持ちいただくか、郵送で
お申し込みください。応
募多数の場合は先着順
となります。◦申し込み
＝企画政策課広報広聴
係（☎23・1110）
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